
IWSMLの“Dinner and Discussion”で熱心に議論する統計的
機械学習の理論と応用の研究者たち
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2012年3月末にオバマ政権がビッグデータの利活用を目
的とした研究開発イニシアティブについて発表した時、ちょ
うど京都でInternational Workshop on Statistical 
Machine Learning for Speech Processing（IWSML）
のワークショップを主催していた。このワークショップの目的
は、音声などのメディア系のビッグデータを処理する技術に
ついて、統計的機械学習の理論と応用の研究者が一堂
に集い、技術の方向性や問題点についてディスカッション
することであった。IWSML開催はまさにタイムリーであり、
参加者たちは一様に、上記のオバマ政権の発表に勢いを
得たことを覚えている。
音声データ処理のうち、特に音声認識では1980年代よ

り統計的機械学習の手法が基本となっている。音声認識
で扱われるデータはもともと大量であり、例えば音声モデル
のパラメータ推定には、数百時間の音声データが一般に
使用される。また実際の音声データは発声のゆらぎ、背景
雑音、回線による歪みや欠損を含み、質が不均一である。
ビッグデータの利活用では量の問題に加えて、質の不均
一性の問題がよく取り上げられるが、音声研究では従来、
両問題に正面から取り組んできており、その研究成果には
一般のビッグデータの利活用にも役立つものが多いことが
期待できる。
IWSMLで着目した統計的機械学習の研究テーマの一
つはdeep learningであった。Deep learning は、特に
1980年代後半から1990年代にかけて盛んに研究された
ニューラルネットワーク（neural network; NN）の延長に
ある研究テーマとして捉えることができる。2000年代後半
からトロント大学のGeoffrey Hinton博士のグループが先
導する形で、deep NN（DNN）によるdeep learningが
再び注目されている。ちなみにHinton博士は最初のNN
研究の隆盛を促した研究者の一人でもある。多段階層化
されたネットワーク構造を持ち、各ノードの出力がシグモイド
関数などで表されるDNNは、サポートベクターマシンなど
のカーネルマシンと同様に無限個のモデルを内包しており、

非常に表現力が高い。1980・1990年代は計算機性能が
低く、そもそもNNのパラメータ推定に必要な計算に難が
あった。現在、比較的入手しやすい計算高速化のための
部品、graphics processing unit（GPU）も登場し、DNN
のパラメータ推定も何とかできるようになってきた。計算機
の性能向上の追い風に乗って、DNNの表現ポテンシャル
の高さが音声認識研究でも威力をふるい出している。音
声認識では1980年代後半よりhidden Markov model
（HMM）の確率モデルが一般に用いられてきた。当初は
HMM vs. NNの認識性能の競争が見られたが、NNは
上述の計算の問題が深刻だったため、HMMが勝ち残っ
ていった。そして今、HMMによる音声認識性能が飽和
する中、いろいろな実験条件でDNNを適用することにより
認識誤りが数十パーセント減少することが報告されはじめ
ている。DNNは音声の他、言語や画像データ処理などに
おいても従来法を越える性能を示している。
DNNは収束性などの理論的な解析が難しいことが知ら
れている。DNNについては、質が不均一なビッグデータに
対して高性能を示す理由を含め、より深い理論的解析が
待たれている。今後も音声研究から発信される諸知見に
目を配りつつ、統計的機械学習の応用研究を幅広く展開
していきたい。
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図1． 統計数理研究所で平成２４年夏に開かれた共同研究集会「極値理論の工学
への応用」ではこの分野の世界的権威、Laurens de Haan氏が講演した。

図2． 極値理論の研究会集会では、報告集である共同研究リポートが作成され、関
係方面に配布されている。
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数学の理論を研究している。紙とエンピツがあればどこでも仕事
ができる立場である。一般の人には難解でハイレベルな数学理論
だが、理論のための理論を研究しているわけではない。工学、産
業、経済、金融、気象、災害と幅広い分野での応用につながる基
礎的な研究を行っており、研究集会や産業界との交流にも意欲的
だ。専門をいかに分かりやすく説明するか、例え話をまじえて話す
努力もしている。
子どものころから算数、数学が性に合い、その方面に進むことを

早くから志した。シロクロのつく、ハッキリとしたことを好む性格が左
右しているという。主観が入り込む文系より正否が絶対的な数学の
世界が気に入っていた。名古屋市の高校から東大数学科へ進み、
名古屋大大学院で学んだ後、平成3年（1991年）に統計数理研
究所へ入った。
地震や大雨災害などで極端な値はどう出るかを研究
専門は数学の分野の一つである確率論である。その中で主に

「無限分解可能過程」と「極値理論」の研究をしている。
水の中の花粉が周囲の影響を受け連続的にランダムに動くブラ

ウン運動などの時間的推移を数学的に記述するものを確率過程と
言い、無限分解可能過程はその中の１つである。ブラウン運動は
連続的な動きだが、そこにはない、跳んだりはねたりする、不連続
でより複雑な動きを無限分解可能過程は記述できる。この分野の
研究には確率微分方程式の創始者として知られる伊藤清（故人）
をはじめ、多くの日本人研究者が関わっており、最近は数理ファイナ
ンスなどの応用分野でも広く活用されるようになってきた。
極値理論は、ランダムな事象のうち大地震や大雨のような極端に

大きい現象を研究するものだ。この理論は統計学との結びつきが
強い。災害では小さいものを含む平均の数値はあまり意味を持た
ず、大きなものだけが問題である。そこで、極端な数値としてどんな
ものが出るか、確率的にどういう出方をするか、１番ではなく２番は
どう出るか、などを研究する。歴史的には洪水などの災害対策を目
的としていたが、最近では、この理論を使って人の究極の寿命や
スポーツの究極の世界新記録を予想する専門家もいる。
志村自身の研究は純粋な理論の部分である。主に数式を使って

研究を進める。その１つは誤差についての研究。極値の世界では、
データのちょっとした誤差が大きな影響を及ぼす。測定誤差は以前
から知られているが、最近は「まるめ誤差」が目立つ。現実の数値
は小数点以下何けたもの細かい数字だが、これを効率化のために
切り上げて計算すると、誤差を含んだ結果が出てしまい、判断ミス
につながるおそれがある。ここ数年は、こうした誤差をどう制御する

か考えているという。「何歳の人が何人いるかという計算でも、年
齢だけでやると月や日単位の誤差が生じてしまう。人が何歳まで生
きるかという追究では日単位までやらないと正確ではない。そうした
理論を研究しています」
分布の裾がなだらかだと極端なことが起きる確率が高い
無限分解可能にも極値にも共通する、分布の性質を調べてい

る。極端な値はどれくらい出るかという研究である。分布の裾、テー
ルが正規分布のように鋭角に落ちず、連山の裾野のようになだら
かに落ちていく場合は、極端なことが起きる確率が圧倒的に高い
という。裾が重いとかヘビーテールと表現される。「金融の例で言
えば、現象が裾の軽い正規分布に従っていればいいが、なだらか
にゆっくりと落ちていくヘビーテールだと、確率的には、リーマン・
ショックのような、いきなり大きなことが起きる」。これを野球に例える
と「災害や金融の世界がアベレージヒッターだと御しやすいが、打
率の悪いホームランバッタータイプだと、たいていは抑えられるが、
たまに打たれると酷い目にあうようなもの」と分かりやすく説明する。
「災害は忘れたころにやってくる」の数学的、理論的研究である。
研究会や交流活動にも熱心だ。統計数理研究所で毎秋開催

し、今年で22回目となる「無限分解可能過程に関する諸問題」と
20回目の「極値理論の工学への応用」の研究会を担当している。
とくに「極値」の研究会は国内ではここしかなく、志村はその責任
者も務め、取り仕切っている。大学院生、一般社会人らを対象とし
た極値統計学に関する公開講座も過去3回開き、講師を務めた。
昨年は文部科学省主導の「数学・数理科学と諸科学・産業と
の連携研究ワークショップ」に参加し、極値理論の工学への応用
について産業界との連携を探る研究会を行った。

数学を研究していると実業の世界とミゾが生じやすいが、志村
は「協力できることはやります」と積極的姿勢だ。「極値理論は応
用を動機付けとして始まったところがあり、産学協同は学問の流
れとして不自然ではない。物の破壊とか耐久性、寿命と関係して
いますから。ただ、目標を指定されて、言われたことだけを研究し
ろ、みたいになると、純粋な学問からすると心配な面もある」と、
慎重さも忘れていない。
正しく理解される統計報道を期待する
こうした研究活動の経験から一般の人には「数字は統計の基本
なので、よく考え、理解してほしい」と要望する。特にマスコミに対
し「もう少し正確に伝えてほしい。統計的に怪しいことを言っても、
そのままスルーしちゃうことが多い。不正確で誤解を与える報道の
悪影響は決して少なくない」と言う。例えば、対象が限定されてい
るのに一般的として伝えられる報道や、統計的には有意ではない、
わずかな差に意味を持たせる報道。また、生活保護対象者200万
人と報道する場合は、人口1億人中の200万人なら「100人中2人
と表現する方がより実感をもって理解できると思う」と注文する。
研究生活の息抜きは水泳で、プールで1、2キロは泳ぐ。広尾の

研究所の近くにプールがあったので、ここの研究者は水泳を趣味
とする人が多い。立川移転後は山へも行くようになった。研究室は
6階の新しい部屋だが、いいアイデアが浮かぶのは電車や出張時
のホテルの中が多いという。「研究室で何かひらめくことは皆無に
近い。事務的な仕事も多いですから。旅行先は最近、非常に有
効です」。周辺の景観や緑に恵まれた立川の地で大いに気分転
換しながら、人類への貢献につながる研究に頑張ってもらいたいも
のである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （広報室）
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図1． 統計数理研究所で平成２４年夏に開かれた共同研究集会「極値理論の工学
への応用」ではこの分野の世界的権威、Laurens de Haan氏が講演した。

図2． 極値理論の研究会集会では、報告集である共同研究リポートが作成され、関
係方面に配布されている。
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数学の理論を研究している。紙とエンピツがあればどこでも仕事
ができる立場である。一般の人には難解でハイレベルな数学理論
だが、理論のための理論を研究しているわけではない。工学、産
業、経済、金融、気象、災害と幅広い分野での応用につながる基
礎的な研究を行っており、研究集会や産業界との交流にも意欲的
だ。専門をいかに分かりやすく説明するか、例え話をまじえて話す
努力もしている。
子どものころから算数、数学が性に合い、その方面に進むことを

早くから志した。シロクロのつく、ハッキリとしたことを好む性格が左
右しているという。主観が入り込む文系より正否が絶対的な数学の
世界が気に入っていた。名古屋市の高校から東大数学科へ進み、
名古屋大大学院で学んだ後、平成3年（1991年）に統計数理研
究所へ入った。
地震や大雨災害などで極端な値はどう出るかを研究
専門は数学の分野の一つである確率論である。その中で主に

「無限分解可能過程」と「極値理論」の研究をしている。
水の中の花粉が周囲の影響を受け連続的にランダムに動くブラ

ウン運動などの時間的推移を数学的に記述するものを確率過程と
言い、無限分解可能過程はその中の１つである。ブラウン運動は
連続的な動きだが、そこにはない、跳んだりはねたりする、不連続
でより複雑な動きを無限分解可能過程は記述できる。この分野の
研究には確率微分方程式の創始者として知られる伊藤清（故人）
をはじめ、多くの日本人研究者が関わっており、最近は数理ファイナ
ンスなどの応用分野でも広く活用されるようになってきた。
極値理論は、ランダムな事象のうち大地震や大雨のような極端に

大きい現象を研究するものだ。この理論は統計学との結びつきが
強い。災害では小さいものを含む平均の数値はあまり意味を持た
ず、大きなものだけが問題である。そこで、極端な数値としてどんな
ものが出るか、確率的にどういう出方をするか、１番ではなく２番は
どう出るか、などを研究する。歴史的には洪水などの災害対策を目
的としていたが、最近では、この理論を使って人の究極の寿命や
スポーツの究極の世界新記録を予想する専門家もいる。
志村自身の研究は純粋な理論の部分である。主に数式を使って

研究を進める。その１つは誤差についての研究。極値の世界では、
データのちょっとした誤差が大きな影響を及ぼす。測定誤差は以前
から知られているが、最近は「まるめ誤差」が目立つ。現実の数値
は小数点以下何けたもの細かい数字だが、これを効率化のために
切り上げて計算すると、誤差を含んだ結果が出てしまい、判断ミス
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か考えているという。「何歳の人が何人いるかという計算でも、年
齢だけでやると月や日単位の誤差が生じてしまう。人が何歳まで生
きるかという追究では日単位までやらないと正確ではない。そうした
理論を研究しています」
分布の裾がなだらかだと極端なことが起きる確率が高い
無限分解可能にも極値にも共通する、分布の性質を調べてい

る。極端な値はどれくらい出るかという研究である。分布の裾、テー
ルが正規分布のように鋭角に落ちず、連山の裾野のようになだら
かに落ちていく場合は、極端なことが起きる確率が圧倒的に高い
という。裾が重いとかヘビーテールと表現される。「金融の例で言
えば、現象が裾の軽い正規分布に従っていればいいが、なだらか
にゆっくりと落ちていくヘビーテールだと、確率的には、リーマン・
ショックのような、いきなり大きなことが起きる」。これを野球に例える
と「災害や金融の世界がアベレージヒッターだと御しやすいが、打
率の悪いホームランバッタータイプだと、たいていは抑えられるが、
たまに打たれると酷い目にあうようなもの」と分かりやすく説明する。
「災害は忘れたころにやってくる」の数学的、理論的研究である。
研究会や交流活動にも熱心だ。統計数理研究所で毎秋開催

し、今年で22回目となる「無限分解可能過程に関する諸問題」と
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図2． ４つの遺伝子の系図。３回の祖先を共有する事象を経てひとつの共通祖先に
到達。数字はそれぞれの事象の間隔の期待値。

図1． 30年近く前から使っている計算機。 図3． 匿名の日本人のＹ染色体に対する匿名の韓国人、米国人のＹ染色体との共
通祖先の待ち時間の分布。配列データを用いることで、推測の曖昧さが黒い点線で
示したパラメタ１の指数分布に対して著しく改善される。

特殊性の強い先端的かつ学術的な課題に
やりがいを感じる。
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日本人はどこから来て、どこへ行こうとしているのか？ 時間を
逆流させるような、過去への問いかけ。それは私たちにとって、
自己確認の旅の始まりを意味する。いま、ルーツを求める知の旅
人たちのサポーターとして、統計数理の新たな役割が求められ
ている。
問題解決主義の伝統に共感して統数研へ
間野は、それぞれの共同研究者の具体的な問題解決を通し

てゲノムデータ解析に関わってきたが、そもそもは偶然の本との
出会いが間野をゲノムデータに導いたことが興味深い。
それまではモデルの数理にしか興味がなかったけれども、学
生時代の終わり頃から自然の認識におけるデータ解析の重要
性を感じるようになり、データが取得され始めたような課題に取り
組みたいと考えていた。近 ヒ々トゲノムのＤＮＡ配列が発表され
るということを知り、ゲノムデータは気になる存在だったが、一方
で知識はなく、近寄り難さを感じていた。休日に自宅近くの図書
館で書棚を見回していたとき、「集団遺伝学概論」（木村資生
著）という40年も前に出版された本が目にとまった。何気なく手
に取ると、ゲノムの多様性に関わる現象を確率微分方程式によ
りモデル化し議論している部分があり、元々計算機が好きだっ
た間野にとって近寄り難さは氷解した（図1）。
「研究の蓄積によって洗練された確率モデルに基づき、大規
模なデータを解析することが求められるはずのゲノムデータ解析
にこそ、寄与できる道があるのではないか」。その直感を頼りに
国立遺伝学研究所の博士研究員に応募したところ採用され、
いくつかの職場を経て、2010年に「イノベーションISM」として

行われた公募に応募して統数研准教授に採用された。「分野
不問で現場主義・問題解決主義という伝統に共感できる人材
を求めていたので、まさに私に当てはまると思った」と話す。

共同研究としてのゲノムデータ解析
統数研の魅力のひとつは、間野にとって、研究所外の研究
者と共同研究を円滑に行うことを支援する環境が整っているこ
とである。共同研究は、人類学や医学に関する課題が多いと
いう。それらの成果を紹介してほしいと依頼すると、「それぞれ
共同研究者の課題ですから、それらの成果を私個人の記事に
掲載していただくことはできません」という生真面目な答えが返っ
てきた。しかし、「公開されているデータを用いて人類学の共同
研究の雰囲気を紹介するなら」という条件で以下を語った。
サイズが一定の遺伝子の集団を考える。ある世代のすべて
の遺伝子が多数の遺伝子を残して同時に死亡し、それらの遺
伝子から無作為に選ばれた集団のサイズの個数の遺伝子が
次世代を形成するモデルを考える。
「時間を集団のサイズの数の世代で測ると、集団のサイズが
十分大きいならば、図2に示すように、系図を遡るときの遺伝子
の祖先の数は、各時点の遺伝子から2つの遺伝子を選ぶ方
法の数をパラメタとする指数分布を待ち時間の分布として減少
する死滅過程に従います。4つの遺伝子から2つの遺伝子を
選ぶ方法は6通りあり、パラメタが6の指数分布の待ち時間の
期待値は6分の1です」と間野は解説する。系図を遡ると標本
のすべてはいずれ必ずひとつの共通祖先に到達することが示

せるのだという。
最近の計測技術の飛躍的な進歩により、個人のゲノム配列

を容易に取得できるようになった。図3は、公開されている配列
データにベイズの法則を適用し、匿名の日本人のＹ染色体に
対する匿名の韓国人及びある米国人のＹ染色体との共通祖
先の待ち時間の分布を求めたものである。先ほどのモデルで
はパラメタが1の指数分布でありバラツキが大きいが、配列デー
タを手にすることで非常にシャープな推測を実現できる。「この
ような解析を発展させたものが人類学研究におけるゲノムデー
タ解析と考えていただいてもいいでしょう」と、間野は慎重に言
葉を選ぶように説明した。

最大の息抜きは「手計算している時間」
統数研6階の最西端にある研究室では、いつも博士研究員

の顔をのぞき込むようにして議論を重ねる間野の姿を見ること
ができる。「データ解析能力の優位性を示すことで研究者とし
て独り立ちできるようにお手伝いすることが、自分の責務と考え
ています」と言う。
難易度が高いけれども特殊性の強い先端的かつ学術的な
課題にやりがいを感じるという。積極的な共同研究の一方、個
人研究をどのように位置づけているのだろうか。「手計算に没
頭しているときが私にとっては至福の時ですね」と語った。

（広報室）
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スピーチをする北川機構長 北川機構長を囲んでの記念撮影

パネリストらの実際の経験を中心に、数学・数理科学と諸科
学・産業の「協働」について討論した。

数学協働プログラム開始記念シンポジウム
「数学・数理科学と共に拓く豊かな未来」をテーマに、数
学系研究者と諸科学・産業との協働のあり方を考える数学
協働プログラム開始記念シンポジウムが3月16日、東京都千
代田区の学術総合センター中会議室で開かれました。研究
者や大学、企業、省庁の関係者約100人が出席し、課題の
発掘や研究実施の困難を乗り越える手法について熱心な議
論を展開しました。
数学協働プログラムは、統計数理研究所が中核機関とな

り全国の８つの大学の研究機関と連携して実施する文部科
学省委託事業。数学・数理科学的な知見の活用により、
多様な問題解決の可能性を考える革新的な企画です。平
成23年度に閣議決定された第４期科学技術基本計画でも、
科学技術の共通基盤の重要課題の一つとして、「数理科学
を含む領域横断的な科学技術の強化」が盛り込まれ、研究
者らの奮起が求められています。

開会冒頭に挨拶した樋口知之統数研所長は「大量の
データが行き交う現代社会。データ処理と構造の解明に、
統計数理の果たすべき役割はきわめて重要。ビッグデータ

「北川源四郎氏大内賞受賞記念シンポジウム
 ̶社会科学分野における時系列解析：これまでの発展と今後の展望̶」を開催

統計数理研究所・台湾統計科学研究所・インド統計研究所の三研究所合同国際会議

平成25年2月12日（火）
に、港区六本木の国際文
化会館に於いて、統計数
理研究所主催による北川
源四郎氏大内賞受賞記念
シンポジウムが開催されまし
た。大内賞とは、戦後にお
ける我が国の統計の再建
に政府の統計委員会委員
長として尽力した大内兵衛
博士の業績を記念して、1953年度に設けられたものであり、
我が国の統計の進歩に貢献した個人、団体等を顕彰するも
ので、統計界の最高栄誉とされています。この日のプログラ
ムは、樋口知之統計数理研究所長挨拶に始まり、セッション
1（座長：田村義保副所長）では、佐藤整尚統計数理研究
所准教授による「状態空間モデルによる金融・経済データ
解析」、田野倉葉子明治大学特任准教授による「時系列解
析による金融危機の波及の検出」、姜（きょう）興起  帯広畜
産大学教授による「日本の労働市場における動的特性のベ
イズ分析」、椿　広計統計数理研究所副所長による「ビジネ
スの統計科学的側面」と題した講演が行われ、セッション2

（座長：佐藤整尚准教授）では、翁  邦雄京都大学教授に
よる「金融政策の現状と分析課題」、北川　源四郎情報・
システム研究機構長による「季節調整法から状態空間モデ
リングへ」と題した講演がそれぞれ行われました。学術関係
その他参加者で会場が満席（約50名）になる程盛況で、
参加者らは熱心に聴き入った様子でした。シンポジウム終了
後の祝賀会では、文部科学省研究振興局下間情報課長の
祝辞、澤川学術機関課長からのメッセージ披露などがあり、
和やかな雰囲気の中、北川機構長を囲み、ゆかりのあった
人たちがそれぞれ交友を深められました。

（広報室　須藤文雄）

第2回国際CORSSA（Community Online Resource for Statistical Seismicity Analysis）
ワークショップ開催報告
世界中の科学者によるCORSSA（the Community 
Online Resource for Statistical Seismicity Analysis）プ
ロジェクトへの貢献を支援するために、統計数理研究所の主
催及びスイス連邦工科大学（ETH）のSwiss Seismological 
ServiceとSouthern California Earthquake Centerからの
後援の下で、第2回CORSSAワークショップ（CORSSA2.0）
を2013年１月22-25日に統計数理研究所で開催しました。
CORSSAの目標は、統計地震学における、いわゆるベスト

プラクティスを理解し、またそれを実装するために必要な知識
とリソースを提供することにより、この分野の卓越性を促進す
ることです。今回のワークショップは、2012年5月にETH
チューリッヒ校で開催された第1回CORSSAワークショップに
引き続くものであり、その目的は、地震学者に対する統計教
育が不十分である点を改善するべく、ソフトウェアや統計地
震学の研修教材といったオンライン・リソースを提供する環境
を整えることでした。
ワークショップには、CORSSAの構築と継続的活動に興味

を持つ15人の国外及び12人の国内研究者が参加しました。
このワークショップの第一部では、続く全体議論に刺激を与え
るべく幾つかの研究講演を行った上で、CORSSAの必要性
を評価すること、そしてこの活動の“ビジネスプラン”を完成さ
せることに焦点を当てた全体議論を設け、このプロジェクトの
質を向上させることを目指しました。ワークショップの第二部で
は、参加者はS、A、Wと名付けられた3つのワーキング・グ
ループに分かれ、作業を行いました。Sワーキング・グループ
はCORSSAの将来の方向性、大学院レベルのコースのシラ
バス、リポジトリとしてCORSSAを使用できる範囲に関する議
論を行いました。Aワーキング・グループは、既にオンライン・
リソースとして公開されている論文をレビューした上で、それら
の質の均一性、編集や公開プロセスの改善を検討しました。
Wワーキング・グループは、Webプレゼンスの見直し、具体
的には統計地震学に関連するニュース、会議、最近の出版
物といった情報提供に際し、改良・追加・削除されるべきで
ある特定項目の洗い出し、オンライン用語集の改訂、
CORSSAにおけるキーワードと様 な々学術誌で発表される論
文との自動リンクの可能性が挙げられます。こうした作業の結
果、CORSSAのwebページ（http://www.corssa.org/ 
workshop2/，http://bemlar.ism.ac.jp/zhuang/CORSSA2.0/）
上の目次を改訂し、また、必要となるいくつかの新しい項目を
追加することとなり、今後の活動をより発展的なものとする環境
を整えることが出来ました。　　　　（庄　建倉、岩田貴樹）

1月31日と2月１日の二日間の日程で、統計数理研究所・
台湾統計科学研究所・インド統計研究所の三研究所合同
国際会議が、台湾の台湾統計科学研究所で開催されまし
た。この合同国際会議は、おおよそ一年に一回の頻度で行

われており、今回で第4回目になります。
今回も多くの研究者が参加しました。講演者は、統計数
理研究所から12名・台湾統計科学研究所から7名・イン
ドから9名の総勢28名でした。今回は、講演人数が多すぎ
て、ポスターセッションを作らざるをえないほどでした。もちろ
ん、会場には、講演者以外にも、たくさんの方が参加してい
ました。特に、コーヒーブレイクの間に、研究のディスカッショ
ンが盛んに行われていたのが、とても印象的でした。
今回は三研究所のメンバーによる共同研究の成果も発表さ

れました。また、今回の合同国際会議によって、新たな共同
研究も始まるような雰囲気になっています。三研究所の交流
によって、今後も、研究活動が盛んになることと思われます。
次回は、来年の2月に、インドのデリー（またはカルカッタ）

で行われる予定です。　　　　　　　　　　（藤澤洋徳）

や、最適化と制御の数理などの主題のもと、自由で活発な討
論が求められる」とワークショップの意義を力説しました。
パネルディスカッションでは、産業界や研究所、学会など各
分野を代表する研究者らが、自らの経験を素材に「協働」と
は何かを巡って熱心に討論。自動車エンジン制御における
数学活用の現状や、気候変動対策に向けた将来シナリオの
策定などが実例として紹介されました。
産・学・官の連携の将来像を探るに当たっては、「豊か

な未来とは言うに易く、実現には困難が伴う。各研究者の
経験を積極的に交換することが必要」、「第一原理の無い世
界の広がりを意識しなくてはならない」、「隠された知識や経
験を引き出して、数学・数理科学が活性化すべきだ」など

の見解が示されました。
会場からは「数学者を数年間、ゆったりとした環境の中で
密室に閉じ込めてアイデアを絞り出させて見てはどうか」と質
問も。パネリストが「文科省の人に施策として検討してほし
いですね」とユーモラスに答える場面も。諸問題の数理モデ
ル化を巡る難解なテーマに立ち向かいながら、なごやかなシ
ンポジウムとなりました。
登壇者は次の通り（敬称略）。モデレーター＝加古孝（日
本応用数理学会）、パネリスト＝大畠明（トヨタ自動車）、小谷
元子（東北大学）、樋口知之（統数研）、増井利彦（国立
環境研究所）、宮岡洋一（日本数学会）、山田道夫（京都
大学）。司会＝伊藤聡（統数研）。　　　　　　（広報室）
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スピーチをする北川機構長 北川機構長を囲んでの記念撮影

パネリストらの実際の経験を中心に、数学・数理科学と諸科
学・産業の「協働」について討論した。

数学協働プログラム開始記念シンポジウム
「数学・数理科学と共に拓く豊かな未来」をテーマに、数
学系研究者と諸科学・産業との協働のあり方を考える数学
協働プログラム開始記念シンポジウムが3月16日、東京都千
代田区の学術総合センター中会議室で開かれました。研究
者や大学、企業、省庁の関係者約100人が出席し、課題の
発掘や研究実施の困難を乗り越える手法について熱心な議
論を展開しました。
数学協働プログラムは、統計数理研究所が中核機関とな

り全国の８つの大学の研究機関と連携して実施する文部科
学省委託事業。数学・数理科学的な知見の活用により、
多様な問題解決の可能性を考える革新的な企画です。平
成23年度に閣議決定された第４期科学技術基本計画でも、
科学技術の共通基盤の重要課題の一つとして、「数理科学
を含む領域横断的な科学技術の強化」が盛り込まれ、研究
者らの奮起が求められています。

開会冒頭に挨拶した樋口知之統数研所長は「大量の
データが行き交う現代社会。データ処理と構造の解明に、
統計数理の果たすべき役割はきわめて重要。ビッグデータ

「北川源四郎氏大内賞受賞記念シンポジウム
 ̶社会科学分野における時系列解析：これまでの発展と今後の展望̶」を開催

統計数理研究所・台湾統計科学研究所・インド統計研究所の三研究所合同国際会議

平成25年2月12日（火）
に、港区六本木の国際文
化会館に於いて、統計数
理研究所主催による北川
源四郎氏大内賞受賞記念
シンポジウムが開催されまし
た。大内賞とは、戦後にお
ける我が国の統計の再建
に政府の統計委員会委員
長として尽力した大内兵衛
博士の業績を記念して、1953年度に設けられたものであり、
我が国の統計の進歩に貢献した個人、団体等を顕彰するも
ので、統計界の最高栄誉とされています。この日のプログラ
ムは、樋口知之統計数理研究所長挨拶に始まり、セッション
1（座長：田村義保副所長）では、佐藤整尚統計数理研究
所准教授による「状態空間モデルによる金融・経済データ
解析」、田野倉葉子明治大学特任准教授による「時系列解
析による金融危機の波及の検出」、姜（きょう）興起  帯広畜
産大学教授による「日本の労働市場における動的特性のベ
イズ分析」、椿　広計統計数理研究所副所長による「ビジネ
スの統計科学的側面」と題した講演が行われ、セッション2

（座長：佐藤整尚准教授）では、翁  邦雄京都大学教授に
よる「金融政策の現状と分析課題」、北川　源四郎情報・
システム研究機構長による「季節調整法から状態空間モデ
リングへ」と題した講演がそれぞれ行われました。学術関係
その他参加者で会場が満席（約50名）になる程盛況で、
参加者らは熱心に聴き入った様子でした。シンポジウム終了
後の祝賀会では、文部科学省研究振興局下間情報課長の
祝辞、澤川学術機関課長からのメッセージ披露などがあり、
和やかな雰囲気の中、北川機構長を囲み、ゆかりのあった
人たちがそれぞれ交友を深められました。

（広報室　須藤文雄）

第2回国際CORSSA（Community Online Resource for Statistical Seismicity Analysis）
ワークショップ開催報告
世界中の科学者によるCORSSA（the Community 
Online Resource for Statistical Seismicity Analysis）プ
ロジェクトへの貢献を支援するために、統計数理研究所の主
催及びスイス連邦工科大学（ETH）のSwiss Seismological 
ServiceとSouthern California Earthquake Centerからの
後援の下で、第2回CORSSAワークショップ（CORSSA2.0）
を2013年１月22-25日に統計数理研究所で開催しました。
CORSSAの目標は、統計地震学における、いわゆるベスト

プラクティスを理解し、またそれを実装するために必要な知識
とリソースを提供することにより、この分野の卓越性を促進す
ることです。今回のワークショップは、2012年5月にETH
チューリッヒ校で開催された第1回CORSSAワークショップに
引き続くものであり、その目的は、地震学者に対する統計教
育が不十分である点を改善するべく、ソフトウェアや統計地
震学の研修教材といったオンライン・リソースを提供する環境
を整えることでした。
ワークショップには、CORSSAの構築と継続的活動に興味

を持つ15人の国外及び12人の国内研究者が参加しました。
このワークショップの第一部では、続く全体議論に刺激を与え
るべく幾つかの研究講演を行った上で、CORSSAの必要性
を評価すること、そしてこの活動の“ビジネスプラン”を完成さ
せることに焦点を当てた全体議論を設け、このプロジェクトの
質を向上させることを目指しました。ワークショップの第二部で
は、参加者はS、A、Wと名付けられた3つのワーキング・グ
ループに分かれ、作業を行いました。Sワーキング・グループ
はCORSSAの将来の方向性、大学院レベルのコースのシラ
バス、リポジトリとしてCORSSAを使用できる範囲に関する議
論を行いました。Aワーキング・グループは、既にオンライン・
リソースとして公開されている論文をレビューした上で、それら
の質の均一性、編集や公開プロセスの改善を検討しました。
Wワーキング・グループは、Webプレゼンスの見直し、具体
的には統計地震学に関連するニュース、会議、最近の出版
物といった情報提供に際し、改良・追加・削除されるべきで
ある特定項目の洗い出し、オンライン用語集の改訂、
CORSSAにおけるキーワードと様 な々学術誌で発表される論
文との自動リンクの可能性が挙げられます。こうした作業の結
果、CORSSAのwebページ（http://www.corssa.org/ 
workshop2/，http://bemlar.ism.ac.jp/zhuang/CORSSA2.0/）
上の目次を改訂し、また、必要となるいくつかの新しい項目を
追加することとなり、今後の活動をより発展的なものとする環境
を整えることが出来ました。　　　　（庄　建倉、岩田貴樹）

1月31日と2月１日の二日間の日程で、統計数理研究所・
台湾統計科学研究所・インド統計研究所の三研究所合同
国際会議が、台湾の台湾統計科学研究所で開催されまし
た。この合同国際会議は、おおよそ一年に一回の頻度で行

われており、今回で第4回目になります。
今回も多くの研究者が参加しました。講演者は、統計数
理研究所から12名・台湾統計科学研究所から7名・イン
ドから9名の総勢28名でした。今回は、講演人数が多すぎ
て、ポスターセッションを作らざるをえないほどでした。もちろ
ん、会場には、講演者以外にも、たくさんの方が参加してい
ました。特に、コーヒーブレイクの間に、研究のディスカッショ
ンが盛んに行われていたのが、とても印象的でした。
今回は三研究所のメンバーによる共同研究の成果も発表さ

れました。また、今回の合同国際会議によって、新たな共同
研究も始まるような雰囲気になっています。三研究所の交流
によって、今後も、研究活動が盛んになることと思われます。
次回は、来年の2月に、インドのデリー（またはカルカッタ）

で行われる予定です。　　　　　　　　　　（藤澤洋徳）

や、最適化と制御の数理などの主題のもと、自由で活発な討
論が求められる」とワークショップの意義を力説しました。
パネルディスカッションでは、産業界や研究所、学会など各
分野を代表する研究者らが、自らの経験を素材に「協働」と
は何かを巡って熱心に討論。自動車エンジン制御における
数学活用の現状や、気候変動対策に向けた将来シナリオの
策定などが実例として紹介されました。
産・学・官の連携の将来像を探るに当たっては、「豊か

な未来とは言うに易く、実現には困難が伴う。各研究者の
経験を積極的に交換することが必要」、「第一原理の無い世
界の広がりを意識しなくてはならない」、「隠された知識や経
験を引き出して、数学・数理科学が活性化すべきだ」など

の見解が示されました。
会場からは「数学者を数年間、ゆったりとした環境の中で
密室に閉じ込めてアイデアを絞り出させて見てはどうか」と質
問も。パネリストが「文科省の人に施策として検討してほし
いですね」とユーモラスに答える場面も。諸問題の数理モデ
ル化を巡る難解なテーマに立ち向かいながら、なごやかなシ
ンポジウムとなりました。
登壇者は次の通り（敬称略）。モデレーター＝加古孝（日
本応用数理学会）、パネリスト＝大畠明（トヨタ自動車）、小谷
元子（東北大学）、樋口知之（統数研）、増井利彦（国立
環境研究所）、宮岡洋一（日本数学会）、山田道夫（京都
大学）。司会＝伊藤聡（統数研）。　　　　　　（広報室）
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公開講座「確率的トピックモデル」資料より

「数学・数理科学と共に拓く豊かな未来」をテーマに、数
学系研究者と諸科学・産業との協働のあり方を考える数学
協働プログラム開始記念シンポジウムが3月16日、東京都千
代田区の学術総合センター中会議室で開かれました。研究
者や大学、企業、省庁の関係者約100人が出席し、課題の
発掘や研究実施の困難を乗り越える手法について熱心な議
論を展開しました。
数学協働プログラムは、統計数理研究所が中核機関とな

り全国の８つの大学の研究機関と連携して実施する文部科
学省委託事業。数学・数理科学的な知見の活用により、
多様な問題解決の可能性を考える革新的な企画です。平
成23年度に閣議決定された第４期科学技術基本計画でも、
科学技術の共通基盤の重要課題の一つとして、「数理科学
を含む領域横断的な科学技術の強化」が盛り込まれ、研究
者らの奮起が求められています。

開会冒頭に挨拶した樋口知之統数研所長は「大量の
データが行き交う現代社会。データ処理と構造の解明に、
統計数理の果たすべき役割はきわめて重要。ビッグデータ

社会言語科学会第31回研究大会を共催
3月16日（土）と3月17日（日）の2日間にわたり、統計数
理研究所を会場として、社会言語科学会第31回研究大会
が開催されました。この催しは、社会言語科学会が主催し、
立川学術プラザでの“お隣さん”同士である統計数理研究
所（以下統数研）と国立国語研究所（以下国語研）が連
名で共催する形で行われました。
社会言語学会は、「言語・コミュニケーションを人間・文
化・社会との関わりにおいて取り上げそこに存在する課題
の解明を目指す」（学会のホームページより）学会です。学
会に集う研究者がとるアプローチは必ずしも統計的な方法ば
かりではありませんが、例えば量的な言語調査の統計解析
を主な研究手段とする会員もいます。この学会と統数研との
縁は、国語研との研究協力を抜きにはあり得ませんでした。
両研究所の間の包括的協力協定（2011年締結）に基づき、
調査科学研究センターと国語研の研究者が社会言語学的

な調査のプロジェクトを一緒に進めており、このことが学会開
催につながりました。この協力関係は最近始まったことでは
なく、実に1950年前後にまで遡ります。
第31回の研究大会そのものは、230余名の参会者を得て
8つの口頭発表セッション、2つのポスターセッションを持ち、
盛会裡に終了しました。その目玉企画の一つがシンポジウム
『「ことば」と「考え方」の変化研究：社会言語学の源流を
追って』でした。調査科学研究センターの教員も3名登壇
し、両研究所の共同プロジェクトである「鶴岡市における言
語調査」の歴史や最新の調査結果を紹介しました。1950
年に始まったこの調査が社会言語学の源流の一つであるこ
とは、参加者の興味を強く引きつけたようです。
大会校側として嬉しいことに、統数研の会場そのものも参
加者には好評でした。　　　　　　　　　　（前田忠彦）

1月から3月にかけて、毎月1回ずつ3回の公開講座が開
催されました。
1月15日（火）と16日（水）に2013年最初の講座、「確率
的トピックモデル」が行われました。講師は2名で、当研究
所の持橋大地准教授が1日目を、ＮＴＴコミュニケーション科
学基礎研究所の石黒勝彦氏が2日目を担当しました。
2月15日（金）の「ベイズ的データ解析；事例紹介」では、

リスク解析戦略研究センターシンポジウム報告：
シンポジウム「個別化医療の開発と生物統計学の貢献」の開催

統計数理研究所リスク解析戦略研究センター主催による
標記シンポジウムが3月22日にAP品川にて開催されました。
これは2010年に立ち上げた生物統計家のネットワーク活動
の一環として毎年行っているものであり、今年で第4回目を
数えます。近年のバイオテクノロジーや分子生物学の目覚ま
しい進展により、医薬品を含めた治療法の開発は個別化医
療に向けて新たな局面を迎えています。特に、治療に対す
る反応性の個体差を捉えるバイオマーカー（診断法）の開
発を取り入れた新しい臨床試験の枠組みと統計的方法論の
開発は、今後長期間にわたって包括的かつ集中的な研究

が求められる統計科学の重要課題といえます。シンポジウム
では、バイオマーカーを用いた早期探索臨床試験、検証的

や、最適化と制御の数理などの主題のもと、自由で活発な討
論が求められる」とワークショップの意義を力説しました。
パネルディスカッションでは、産業界や研究所、学会など各
分野を代表する研究者らが、自らの経験を素材に「協働」と
は何かを巡って熱心に討論。自動車エンジン制御における
数学活用の現状や、気候変動対策に向けた将来シナリオの
策定などが実例として紹介されました。
産・学・官の連携の将来像を探るに当たっては、「豊か

な未来とは言うに易く、実現には困難が伴う。各研究者の
経験を積極的に交換することが必要」、「第一原理の無い世
界の広がりを意識しなくてはならない」、「隠された知識や経
験を引き出して、数学・数理科学が活性化すべきだ」など

の見解が示されました。
会場からは「数学者を数年間、ゆったりとした環境の中で
密室に閉じ込めてアイデアを絞り出させて見てはどうか」と質
問も。パネリストが「文科省の人に施策として検討してほし
いですね」とユーモラスに答える場面も。諸問題の数理モデ
ル化を巡る難解なテーマに立ち向かいながら、なごやかなシ
ンポジウムとなりました。
登壇者は次の通り（敬称略）。モデレーター＝加古孝（日
本応用数理学会）、パネリスト＝大畠明（トヨタ自動車）、小谷
元子（東北大学）、樋口知之（統数研）、増井利彦（国立
環境研究所）、宮岡洋一（日本数学会）、山田道夫（京都
大学）。司会＝伊藤聡（統数研）。　　　　　　（広報室）

臨床試験、次世代シークエンサーを用いたバイオマーカー探
索、さらには個別化医療の規制ガイダンス等の幅広いトピッ
クスについて、産・官・学それぞれの視点から最新の動向
の紹介があり、今後の継続的検討に向けて統計的課題の
抽出・整理が試みられました。産官学から約120名の参加

者があり大変盛況な会でした。多くの方から反響を頂いて
おり、今後も今回のようなシンポジウム形式の包括的な議論
の場と、研究会形式の個別テーマに絞った集中的議論の場
をバランスよく設けてゆきたいと思います。

（シンポジウムオーガナイザー：松井 茂之）

平成２４年度公開講座報告
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平成24年度は公開講座を11講座開講しました。そのうち9講座では、申込受付開始早々に定員に達するという盛況ぶりで
した。各講座の受講者数は以下のとおりです。

2013年1月－3月の公開講座実施状況

全受講者を男女別、年齢別、職業別、住所別に集計した結果を
円グラフにまとめました。職業別集計からわかるように、本講座は､
様 な々立場の受講者に具体的な現実の問題を解決する実践的な学
習内容を提供し､職業上また研究上、必要な専門的知識の向上に
役立っています｡また､当研究所独自のアカデミックな講座のため､受
講者の住所は､24都道府県にわたり､首都圏のみならず、北海道､
青森、宮城、群馬、新潟、富山、福井、山梨、長野、静岡、愛知、
滋賀、京都、大阪、兵庫、広島、福岡、熊本、宮崎の全国から参加
していただきました｡
最後に､各講義を担当された講師の方々に心から感謝いたしま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（情報資源室）

講座名 開設期間 延時間 受講者

情報量規準による統計解析

マルチンゲール理論による統計解析の基礎

統計学概論

多変量解析法

Rによる標本調査データの分析法

「統計的」グラフィカルモデル入門

森林成長データの統計分析と応用

欠測データ解析法

確率的トピックモデル

ベイズ的データ解析；事例紹介

疎性に基づく情報処理の理論と応用̶圧縮センシングを中心として̶

  4/26（木）～　　27（金）

  6/  4（月）～　　  5（火）

  7/31（火）～  8/  3（金）

  8/28（火）～　　31（金）

  9/27（木）～　　28（金）

11/19（月）～　　20（火）

12/  3（月）～　　  4（火）

12/21（金）

  1/15（火）～　　16（水）

  2/15（金）

  3/12（火）

10時間

10時間

20時間

20時間

10時間

10時間

10時間

5時間

10時間

5時間

5時間

90

38

98

95

38

38

26

99

69

20

65

当研究所の柏木宣久教授が、ベイズ的データ解析に関連
する統計的方法について、歴史的観点から概説した後、事
例研究を紹介しました。
3月12日（火）には「疎性に基づく情報処理の理論と応

用̶圧縮センシングを中心として̶」が行われました。講
師は京都大学の田中利幸教授と当研究所の池田思朗准教
授で、滋賀、大阪、広島、福岡などの遠方からの参加が多
数ありました。　　　　　　　　　　　　  （情報資源室）
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公開講座「確率的トピックモデル」資料より

「数学・数理科学と共に拓く豊かな未来」をテーマに、数
学系研究者と諸科学・産業との協働のあり方を考える数学
協働プログラム開始記念シンポジウムが3月16日、東京都千
代田区の学術総合センター中会議室で開かれました。研究
者や大学、企業、省庁の関係者約100人が出席し、課題の
発掘や研究実施の困難を乗り越える手法について熱心な議
論を展開しました。
数学協働プログラムは、統計数理研究所が中核機関とな

り全国の８つの大学の研究機関と連携して実施する文部科
学省委託事業。数学・数理科学的な知見の活用により、
多様な問題解決の可能性を考える革新的な企画です。平
成23年度に閣議決定された第４期科学技術基本計画でも、
科学技術の共通基盤の重要課題の一つとして、「数理科学
を含む領域横断的な科学技術の強化」が盛り込まれ、研究
者らの奮起が求められています。

開会冒頭に挨拶した樋口知之統数研所長は「大量の
データが行き交う現代社会。データ処理と構造の解明に、
統計数理の果たすべき役割はきわめて重要。ビッグデータ

社会言語科学会第31回研究大会を共催
3月16日（土）と3月17日（日）の2日間にわたり、統計数
理研究所を会場として、社会言語科学会第31回研究大会
が開催されました。この催しは、社会言語科学会が主催し、
立川学術プラザでの“お隣さん”同士である統計数理研究
所（以下統数研）と国立国語研究所（以下国語研）が連
名で共催する形で行われました。
社会言語学会は、「言語・コミュニケーションを人間・文
化・社会との関わりにおいて取り上げそこに存在する課題
の解明を目指す」（学会のホームページより）学会です。学
会に集う研究者がとるアプローチは必ずしも統計的な方法ば
かりではありませんが、例えば量的な言語調査の統計解析
を主な研究手段とする会員もいます。この学会と統数研との
縁は、国語研との研究協力を抜きにはあり得ませんでした。
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な調査のプロジェクトを一緒に進めており、このことが学会開
催につながりました。この協力関係は最近始まったことでは
なく、実に1950年前後にまで遡ります。
第31回の研究大会そのものは、230余名の参会者を得て
8つの口頭発表セッション、2つのポスターセッションを持ち、
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し、両研究所の共同プロジェクトである「鶴岡市における言
語調査」の歴史や最新の調査結果を紹介しました。1950
年に始まったこの調査が社会言語学の源流の一つであるこ
とは、参加者の興味を強く引きつけたようです。
大会校側として嬉しいことに、統数研の会場そのものも参
加者には好評でした。　　　　　　　　　　（前田忠彦）

1月から3月にかけて、毎月1回ずつ3回の公開講座が開
催されました。
1月15日（火）と16日（水）に2013年最初の講座、「確率
的トピックモデル」が行われました。講師は2名で、当研究
所の持橋大地准教授が1日目を、ＮＴＴコミュニケーション科
学基礎研究所の石黒勝彦氏が2日目を担当しました。
2月15日（金）の「ベイズ的データ解析；事例紹介」では、
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統計数理研究所リスク解析戦略研究センター主催による
標記シンポジウムが3月22日にAP品川にて開催されました。
これは2010年に立ち上げた生物統計家のネットワーク活動
の一環として毎年行っているものであり、今年で第4回目を
数えます。近年のバイオテクノロジーや分子生物学の目覚ま
しい進展により、医薬品を含めた治療法の開発は個別化医
療に向けて新たな局面を迎えています。特に、治療に対す
る反応性の個体差を捉えるバイオマーカー（診断法）の開
発を取り入れた新しい臨床試験の枠組みと統計的方法論の
開発は、今後長期間にわたって包括的かつ集中的な研究

が求められる統計科学の重要課題といえます。シンポジウム
では、バイオマーカーを用いた早期探索臨床試験、検証的

や、最適化と制御の数理などの主題のもと、自由で活発な討
論が求められる」とワークショップの意義を力説しました。
パネルディスカッションでは、産業界や研究所、学会など各
分野を代表する研究者らが、自らの経験を素材に「協働」と
は何かを巡って熱心に討論。自動車エンジン制御における
数学活用の現状や、気候変動対策に向けた将来シナリオの
策定などが実例として紹介されました。
産・学・官の連携の将来像を探るに当たっては、「豊か

な未来とは言うに易く、実現には困難が伴う。各研究者の
経験を積極的に交換することが必要」、「第一原理の無い世
界の広がりを意識しなくてはならない」、「隠された知識や経
験を引き出して、数学・数理科学が活性化すべきだ」など

の見解が示されました。
会場からは「数学者を数年間、ゆったりとした環境の中で
密室に閉じ込めてアイデアを絞り出させて見てはどうか」と質
問も。パネリストが「文科省の人に施策として検討してほし
いですね」とユーモラスに答える場面も。諸問題の数理モデ
ル化を巡る難解なテーマに立ち向かいながら、なごやかなシ
ンポジウムとなりました。
登壇者は次の通り（敬称略）。モデレーター＝加古孝（日
本応用数理学会）、パネリスト＝大畠明（トヨタ自動車）、小谷
元子（東北大学）、樋口知之（統数研）、増井利彦（国立
環境研究所）、宮岡洋一（日本数学会）、山田道夫（京都
大学）。司会＝伊藤聡（統数研）。　　　　　　（広報室）

臨床試験、次世代シークエンサーを用いたバイオマーカー探
索、さらには個別化医療の規制ガイダンス等の幅広いトピッ
クスについて、産・官・学それぞれの視点から最新の動向
の紹介があり、今後の継続的検討に向けて統計的課題の
抽出・整理が試みられました。産官学から約120名の参加

者があり大変盛況な会でした。多くの方から反響を頂いて
おり、今後も今回のようなシンポジウム形式の包括的な議論
の場と、研究会形式の個別テーマに絞った集中的議論の場
をバランスよく設けてゆきたいと思います。

（シンポジウムオーガナイザー：松井 茂之）
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平成24年度は公開講座を11講座開講しました。そのうち9講座では、申込受付開始早々に定員に達するという盛況ぶりで
した。各講座の受講者数は以下のとおりです。

2013年1月－3月の公開講座実施状況

全受講者を男女別、年齢別、職業別、住所別に集計した結果を
円グラフにまとめました。職業別集計からわかるように、本講座は､
様 な々立場の受講者に具体的な現実の問題を解決する実践的な学
習内容を提供し､職業上また研究上、必要な専門的知識の向上に
役立っています｡また､当研究所独自のアカデミックな講座のため､受
講者の住所は､24都道府県にわたり､首都圏のみならず、北海道､
青森、宮城、群馬、新潟、富山、福井、山梨、長野、静岡、愛知、
滋賀、京都、大阪、兵庫、広島、福岡、熊本、宮崎の全国から参加
していただきました｡
最後に､各講義を担当された講師の方々に心から感謝いたしま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（情報資源室）

講座名 開設期間 延時間 受講者

情報量規準による統計解析

マルチンゲール理論による統計解析の基礎

統計学概論

多変量解析法

Rによる標本調査データの分析法

「統計的」グラフィカルモデル入門

森林成長データの統計分析と応用

欠測データ解析法

確率的トピックモデル

ベイズ的データ解析；事例紹介
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当研究所の柏木宣久教授が、ベイズ的データ解析に関連
する統計的方法について、歴史的観点から概説した後、事
例研究を紹介しました。
3月12日（火）には「疎性に基づく情報処理の理論と応

用̶圧縮センシングを中心として̶」が行われました。講
師は京都大学の田中利幸教授と当研究所の池田思朗准教
授で、滋賀、大阪、広島、福岡などの遠方からの参加が多
数ありました。　　　　　　　　　　　　  （情報資源室）
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修了式風景

学位記授与式風景

3月11日、東日本大震災から2年。文部科学省で「東日
本大震災復興支援イベント～教育・研究機関としてできるこ
と、そしてこれから～」が開催され、当研究所の本部である
情報・システム研究機構の新領域融合プロジェクト「システ
ムズ・レジリエンス」が出展をしました。
レジリエンスとは、環境の大きな変化に対して、一時的に
機能を失ったとしても柔軟に回復できる能力を指す言葉で
す。このため同プロジェクトは震災復興にも通ずるところがあ
り、－大きな災害のダメージからの回復を、システム的な観点
から支援できることがあるのではないか－ということを多くの方
に理解して頂こうと、研究発表展示を行いました。
春にもかかわらず寒風吹きすさぶ中、プロジェクト所属の
統数研丸山宏教授・南和宏特任准教授が、システムズ・

レジリエンスと震災復興の研究についての説明をし、立ち
寄った来場者はところどころ質問しながら、興味深く聞き入っ
ていました。今後、同研究が復興にどのように関わっていく
のか、期待されるところです。　　　　　　　　（広報室）

東日本大震災復興支援イベントに出展

3月21日（木）に、平成24年度立川市職員研修事業を
受け入れました。市職員37名の研修生を対象に、丸山副
所長による「統計数理研究所の概要説明」及び「ビッグデー
タ」に関する研究紹介、久保田貴文特任助教による「空間
統計とその政策への応用」と題した講義、及び「自殺者が
増える意外な要因」（2013年１月26日朝日新聞発表）記事
の解説が行われました。その後、休憩を挟んで、中野統計
科学技術センター長による「統計科学スーパーコンピュータ」
の話と、施設見学では、実際の計算機の紹介がありました。

質疑応答で
は、アンケー
ト質問文の
作成や分析
の仕方につ
いての質問
などがあり、これからの地域貢献（立川市との連携）に期待
が持てた1日でありました。　　　　　　　　　 （広報室）

立川市職員研修の受入れ

1月から3月にかけて、毎月1回ずつ3回の公開講座が開
催されました。
1月15日（火）と16日（水）に2013年最初の講座、「確率
的トピックモデル」が行われました。講師は2名で、当研究
所の持橋大地准教授が1日目を、ＮＴＴコミュニケーション科
学基礎研究所の石黒勝彦氏が2日目を担当しました。
2月15日（金）の「ベイズ的データ解析；事例紹介」では、

当研究所の柏木宣久教授が、ベイズ的データ解析に関連
する統計的方法について、歴史的観点から概説した後、事
例研究を紹介しました。
3月12日（火）には「疎性に基づく情報処理の理論と応

用̶圧縮センシングを中心として̶」が行われました。講
師は京都大学の田中利幸教授と当研究所の池田思朗准教
授で、滋賀、大阪、広島、福岡などの遠方からの参加が多
数ありました。　　　　　　　　　　　　  （情報資源室）

統計数理セミナー実施報告（2013年2月～4月）
毎週水曜16時から所内研究教育職員及び外部の方が1人40分ずつ、1日に2人の講演を行っています。2月から4月のセ

ミナーは以下の通り行われました。

日　程 氏　名 タイトル

Sharp bounds on causal effect using a surrogate endpoint

スパースコーディングを用いた自己教示学習による音楽ジャンル分類

誤特定されたCox回帰モデルに基づく治療効果の推定

二変量順序統計量の相関構造とその応用

森林生態系サービス評価と離散最適化モデル

地震活動異常の検出：帰無仮説は何か？

系統樹の分布のノンパラメトリック推定

DeRobertis分離度の拡張と応用

モード不変性をもつ歪単峰分布族

経済物理学：認めるべきである

測度空間における凸最適化̶無限次元における離散と連続

データと調査地と種と主題に応じて多様な個体群動態モデリング

時間変動する発火頻度の検出可能性について

Smooth-thresholdingによる変数のグルーピング

調査票の設計に関わるいくつかの話題

少数アンサンブルによる予測と推定

Webログデータの解析例 

集約的シンボリックデータに対するクラスタリング手法について

2013年  2月  6日

2月13日

2月20日

2月27日

3月  6日

3月13日

4月10日

4月17日

4月24日

黒木　学

松井 知子

逸見 昌之

Dou Xiaoling

吉本　敦

庄　建倉

Ruriko Yoshida

小林　景

藤澤 洋徳

クリストファー ザパート

伊藤　聡

島谷 健一郎

小山 慎介

川崎 能典

土屋 隆裕

中野 慎也

中野 純司

清水 信夫

 （メディア開発室）

学生研究発表会
平成25年2月8日（金）にセミナー室1（D305）において、統計科学専攻学生による研究発表会が行われました。当日は
学生の他、教員等多数の参加者がありました。

専攻修了式
平成25年3月13日（水）にセミナー室5（D313・314）に

おいて、統計科学専攻修了式が行われ、庄子聡・花塚泰
史・本橋永至・小久保亙の計4名が本専攻を修了しました。

平成24年度春季学位記授与式
平成25年3月22日（金）に総合研究大学院大学学位記授与式が葉山キャンパスにて挙行され、
統計科学専攻から庄子聡・花塚泰史・本橋永至・小久保亙（課程博士）、永田修一（論文博士）
の計5名が学位記を授与されました。

平成25年度春季入学式
平成25年4月8日（月）に総合研究大学院大学入学式が葉山キャンパスにて挙行され、本専攻の入学者5名を含む88
名の新入生が迎えられました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （企画グループ・研究支援担当）

試験年月日 受験者数 合格者数
H25.1.21（月）～
　　1.22（火） 平成25年4月入学（第2回）　2名 1名

【5年一貫制博士課程】
試験年月日 受験者数 合格者数

H25.1.22（火） 平成25年4月入学（第2回）　2名 1名

【博士後期課程】

氏名 論文題目
庄子　　聡
花塚　泰史
本橋　永至
小久保　亙

Population Pharmacokinetic Analysis of Sparse Data; Use of Dense Data from Earlier Clinical Trials as Prior Information
時間整合アルゴリズムに基づくタイヤ振動解析法―リアルタイム路面状態判別システムの開発―
ベイジアンモデリングによる市場反応分析
メタアナリシスによる経口投与物質の消化管内通過時間の解析

【課程博士】

氏名 論文題目
永田　修一 高頻度データによる金融時系列分析の理論と応用

【論文博士】

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻入学者選抜試験結果について

学位取得者
平成24年度3月学位取得者は次のとおり。

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻関係

R
eport

統数研トピックス
R

eport
R

eport
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修了式風景

学位記授与式風景

3月11日、東日本大震災から2年。文部科学省で「東日
本大震災復興支援イベント～教育・研究機関としてできるこ
と、そしてこれから～」が開催され、当研究所の本部である
情報・システム研究機構の新領域融合プロジェクト「システ
ムズ・レジリエンス」が出展をしました。
レジリエンスとは、環境の大きな変化に対して、一時的に
機能を失ったとしても柔軟に回復できる能力を指す言葉で
す。このため同プロジェクトは震災復興にも通ずるところがあ
り、－大きな災害のダメージからの回復を、システム的な観点
から支援できることがあるのではないか－ということを多くの方
に理解して頂こうと、研究発表展示を行いました。
春にもかかわらず寒風吹きすさぶ中、プロジェクト所属の
統数研丸山宏教授・南和宏特任准教授が、システムズ・

レジリエンスと震災復興の研究についての説明をし、立ち
寄った来場者はところどころ質問しながら、興味深く聞き入っ
ていました。今後、同研究が復興にどのように関わっていく
のか、期待されるところです。　　　　　　　　（広報室）

東日本大震災復興支援イベントに出展

3月21日（木）に、平成24年度立川市職員研修事業を
受け入れました。市職員37名の研修生を対象に、丸山副
所長による「統計数理研究所の概要説明」及び「ビッグデー
タ」に関する研究紹介、久保田貴文特任助教による「空間
統計とその政策への応用」と題した講義、及び「自殺者が
増える意外な要因」（2013年１月26日朝日新聞発表）記事
の解説が行われました。その後、休憩を挟んで、中野統計
科学技術センター長による「統計科学スーパーコンピュータ」
の話と、施設見学では、実際の計算機の紹介がありました。

質疑応答で
は、アンケー
ト質問文の
作成や分析
の仕方につ
いての質問
などがあり、これからの地域貢献（立川市との連携）に期待
が持てた1日でありました。　　　　　　　　　 （広報室）

立川市職員研修の受入れ

1月から3月にかけて、毎月1回ずつ3回の公開講座が開
催されました。
1月15日（火）と16日（水）に2013年最初の講座、「確率
的トピックモデル」が行われました。講師は2名で、当研究
所の持橋大地准教授が1日目を、ＮＴＴコミュニケーション科
学基礎研究所の石黒勝彦氏が2日目を担当しました。
2月15日（金）の「ベイズ的データ解析；事例紹介」では、

当研究所の柏木宣久教授が、ベイズ的データ解析に関連
する統計的方法について、歴史的観点から概説した後、事
例研究を紹介しました。
3月12日（火）には「疎性に基づく情報処理の理論と応

用̶圧縮センシングを中心として̶」が行われました。講
師は京都大学の田中利幸教授と当研究所の池田思朗准教
授で、滋賀、大阪、広島、福岡などの遠方からの参加が多
数ありました。　　　　　　　　　　　　  （情報資源室）

統計数理セミナー実施報告（2013年2月～4月）
毎週水曜16時から所内研究教育職員及び外部の方が1人40分ずつ、1日に2人の講演を行っています。2月から4月のセ

ミナーは以下の通り行われました。

日　程 氏　名 タイトル

Sharp bounds on causal effect using a surrogate endpoint

スパースコーディングを用いた自己教示学習による音楽ジャンル分類

誤特定されたCox回帰モデルに基づく治療効果の推定

二変量順序統計量の相関構造とその応用

森林生態系サービス評価と離散最適化モデル

地震活動異常の検出：帰無仮説は何か？

系統樹の分布のノンパラメトリック推定

DeRobertis分離度の拡張と応用

モード不変性をもつ歪単峰分布族

経済物理学：認めるべきである

測度空間における凸最適化̶無限次元における離散と連続

データと調査地と種と主題に応じて多様な個体群動態モデリング

時間変動する発火頻度の検出可能性について

Smooth-thresholdingによる変数のグルーピング

調査票の設計に関わるいくつかの話題

少数アンサンブルによる予測と推定

Webログデータの解析例 

集約的シンボリックデータに対するクラスタリング手法について

2013年  2月  6日

2月13日

2月20日

2月27日

3月  6日

3月13日

4月10日

4月17日

4月24日

黒木　学

松井 知子

逸見 昌之

Dou Xiaoling

吉本　敦

庄　建倉

Ruriko Yoshida

小林　景

藤澤 洋徳

クリストファー ザパート

伊藤　聡

島谷 健一郎

小山 慎介

川崎 能典

土屋 隆裕

中野 慎也

中野 純司

清水 信夫

 （メディア開発室）

学生研究発表会
平成25年2月8日（金）にセミナー室1（D305）において、統計科学専攻学生による研究発表会が行われました。当日は
学生の他、教員等多数の参加者がありました。

専攻修了式
平成25年3月13日（水）にセミナー室5（D313・314）に

おいて、統計科学専攻修了式が行われ、庄子聡・花塚泰
史・本橋永至・小久保亙の計4名が本専攻を修了しました。

平成24年度春季学位記授与式
平成25年3月22日（金）に総合研究大学院大学学位記授与式が葉山キャンパスにて挙行され、
統計科学専攻から庄子聡・花塚泰史・本橋永至・小久保亙（課程博士）、永田修一（論文博士）
の計5名が学位記を授与されました。

平成25年度春季入学式
平成25年4月8日（月）に総合研究大学院大学入学式が葉山キャンパスにて挙行され、本専攻の入学者5名を含む88
名の新入生が迎えられました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （企画グループ・研究支援担当）

試験年月日 受験者数 合格者数
H25.1.21（月）～
　　1.22（火） 平成25年4月入学（第2回）　2名 1名

【5年一貫制博士課程】
試験年月日 受験者数 合格者数

H25.1.22（火） 平成25年4月入学（第2回）　2名 1名

【博士後期課程】

氏名 論文題目
庄子　　聡
花塚　泰史
本橋　永至
小久保　亙

Population Pharmacokinetic Analysis of Sparse Data; Use of Dense Data from Earlier Clinical Trials as Prior Information
時間整合アルゴリズムに基づくタイヤ振動解析法―リアルタイム路面状態判別システムの開発―
ベイジアンモデリングによる市場反応分析
メタアナリシスによる経口投与物質の消化管内通過時間の解析

【課程博士】

氏名 論文題目
永田　修一 高頻度データによる金融時系列分析の理論と応用

【論文博士】

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻入学者選抜試験結果について

学位取得者
平成24年度3月学位取得者は次のとおり。

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻関係

R
eport

統数研トピックス

R
eport

R
eport
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Information

●統計数理セミナー
毎週水曜日、所内研究教育職員及び外部の方による

「統計数理セミナー」を開催します。多くの方々にご参加
いただき活発な討論が展開されることを期待しています。
スケジュールは以下の通りです。タイトルは、2ヶ月程度
前からホームページでご案内致します。

開催日時の変更の可能性があります。最新情報はホー
ムページにてご確認下さい。
http://www.ism.ac.jp/　　　　 （メディア開発室）

開場：15時30分
時間：16時～17時20分
　　　事前予約不要、入場自由
場所：統計数理研究所セミナー室5（D314）

6/12水
6/19水
6/26水
7/ 3水

瀧澤 由美、三分一 史和 
Donald St. P. Richards、Peter Surovy
鷲尾 隆、野間 久史
加藤 昇吾、朴 堯星

7/10水
7/24水

Arnaud Doucet、丸山 宏
Hsien-Kuei Hwang、Gareth Peters

平成２５年度統計数理研究所公募型共同利用の採択について
本研究所の平成25年度公募型共同利用の申請課題
が、平成25年3月8日（金）開催の共同利用委員会の審
議を経て採択されました。
採択された研究課題は、以下のとおりであり、その内訳

は、共同利用登録が14件、一般研究1が30件、一般研
究2が86件、重点型研究が19件、共同研究集会が16
件、合計165件です。
なお、これとは別に共同研究リポートが25件採択されま

した。

a
b
c
d
e
 f
g
h
 i
 j

●統計数理研究所分野分類 ●主要研究分野分類
１　統計数学分野
２　情報科学分野
３　生物科学分野
４　物理科学分野
５　工学分野
６　人文科学分野
７　社会科学分野
８　その他

【分野分類】

時空間モデリング分野
知的情報モデリング分野
グラフ構造モデリング分野
調査解析分野
多次元データ解析分野
計算機統計分野
統計基礎数理分野
学習推論分野
計算数理分野
その他

平成25年度統計数理研究所公募型共同利用採択課題
【共同利用登録】

i4
a3
f8
a4
b2
a7
g6
a4
i4
j7
f1
h6
d3
h7

航空・気象情報の見える化のための気象データの解析に関する研究
細胞幾何学モデル
モニタリングデータ時系列およびそれらに及ぼす環境要因解析
柔軟な時系列モデリングのための数値的方法
時系列データを対象とした語義に関する局所特徴量の抽出
Rational GARCHモデルによる時系列解析
学校教育における統計教育について
北極海における海氷・海水生態系を表現した数値モデルの開発
電磁場中の帯電微粒子群の運動の解析
社会的表象とネットワーキングの基礎研究
確率微分方程式を用いた時系列パラメータ推定方法と計算アルゴリズム
楽曲の統計的構造分析
分散処理による大型臨床研究の対話的データ解析
災害時意思決定モデルのための分析利用

新井　直樹（東海大学・准教授）
本多　久夫（兵庫大学・教授）
酒井　正治（森林総合研究所・主任研究員）
北川　源四郎（情報・システム研究機構・研究員（情報・システム研究機構 機構長））
福本　文代（山梨大学・教授）
高石　哲弥（広島経済大学・教授）
伊藤　一郎（東京学芸大学・准教授）
照井　健志（国立極地研究所・特任研究員）
石崎　龍二（福岡県立大学・准教授）
渋谷　和彦（情報・システム研究機構・特任研究員）
佐藤　彰洋（京都大学・助教）
田野倉　葉子（明治大学・特任准教授）
岡田　昌史（筑波大学・講師）
神原　咲子（高知県立大学・准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

a5

a4

a4
a5
a3
h3
d7
h3
a8
b4
h5
f4
d7

d6
b2
g1
e7
a7

a5
h1
j8
d7
a7
f2
a4

h4
g2
g1
d7

統計学的手法による地下における流体流動の把握ならびに
フラクチャーの空間分布の同定

固体地球起源の大気変動現象を解明するための微気圧連続
観測システムおよびデータ同化システムの構築

固体地球科学におけるデータ同化法の構築
脳動脈瘤用ステントの最適化プログラム開発
細胞内ダイナミクスのデータ同化手法を用いた解析
タンパク質電子構造におけるデータマイニング研究
準拠集団と相対的剥奪の社会調査研究
機械学習による海洋多様性データ解析
東京湾水質データの統計解析
高次元希少事例サンプリング推定・学習の確率論的リスク評価への応用
ガスクロマトグラフィーの解析法に関する研究
複雑系のシミュレーションと統計理論
「2010年格差と社会意識についての全国調査」データの
共同利用による成果発信

東アジアにおける生態系や生物多様性と人間の福祉に関する意識調査
離散データ解析法の研究
単純化した多次元ランダムパッキングにおける漸化式
古代社会の人口動態の推定
マーケティング分野におけるベイジアンモデリングを用いた
ビッグデータ高度利用のための研究

リスク防御に向けたデータ同化技術基盤の開発
前立腺癌データの統計的解析
階層安定限界の数値的探索
子どもの社会性に関する発達行動遺伝学的研究
精神科病院の入退院データの統計解析
データ同化研究のためのフレームワーク開発
海洋データ同化システムに用いる誤差分散共分散行列の作成に
関する研究（４）

コンプトンカメラの情報解析法の研究
医用画像処理における統計科学的手法の確立にむけて
M-decomposability and Elliptical Unimodal Densities
災害時における情報判断のモデル化に関する研究

長尾　大道（統計数理研究所・特任准教授）

長尾　大道（統計数理研究所・特任准教授）

長尾　大道（統計数理研究所・特任准教授）
太田　信（東北大学・准教授）
木村　暁（国立遺伝学研究所・准教授）
佐藤　文俊（東京大学・教授）
浜田　宏（東北大学大学院・准教授）
江口　真透（統計数理研究所・教授）
柏木　宣久（統計数理研究所・教授）
鷲尾　隆（大阪大学・教授）
池田　思朗（統計数理研究所・准教授）
加園　克己（東京慈恵会医科大学・講師）
前田　忠彦（統計数理研究所・准教授）

蒋　宏偉（人間文化研究機構総合地球環境学研究所・研究員）
石黒　真木夫（統計数理研究所・名誉教授）
伊藤　栄明（統計数理研究所・名誉教授）
土谷　隆（政策研究大学院大学・教授）
佐藤　忠彦（筑波大学・准教授）

中村　和幸（明治大学・特任講師）
小森　理（統計数理研究所・特任研究員）
斎藤　正也（統計数理研究所・特任研究員）
酒井　厚（山梨大学・准教授）
伊庭　幸人（統計数理研究所・准教授）
長尾　大道（統計数理研究所・特任准教授）
藤井　陽介（気象庁気象研究所・主任研究官）

池田　思朗（統計数理研究所・准教授）
池田　思朗（統計数理研究所・准教授）
中野　純司（統計数理研究所・教授）
木野　泰伸（筑波大学・准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【一般研究１】

e2 多重共線性を考慮したモデル構築法の開発 植木　優夫（山形大学・助教）
分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【一般研究2】

d7
g1
a3
g3
g1
h1
e3
a5
e3
d7
i5
d7
e7
e7
h1
a4
a3
f3

官庁統計データの公開と利用における理論の構築と他分野への応用
確率分割による統計解析
データ主導モデリングによる脳神経細胞の周期的同期発火現象の解明
モデル誤特定のもとでの統計的推測
モード不変な非対称分布族の多次元への拡張
主成分スコアを説明変数とした回帰モデルのスパース推定
区間データに基づくメタアナリシスの方法論と実践
パーティクルフィルタに基づくマルチメディア計算知能
大規模な疫学・保健衛生データの空間集積性などの研究
疾病に対する集団戦略・高リスク戦略のためのコミュニティ評価指標の実用化
自動車の楽しさ・快適性をもたらす制御系設計に関する研究
家計貯蓄種類の選択基準のコウホート分析
抗菌薬処方による多剤耐性菌の発現リスクの検証
街路景観に対するアンケート調査を分析するための統計解析法の研究
アフィン不変性をもつダイバージェンス
データ同化にもとづく放射線帯の物理過程の究明
摂食制限に伴うヒトの末梢概日リズムおよびREM-NREMリズムの位相変化
空間疫学における多重性調整のための数値計算法の開発

佐井　至道（岡山商科大学・教授）
間野　修平（統計数理研究所・准教授）
越久　仁敬（兵庫医科大学・教授）
野間　久史（統計数理研究所・助教）
阿部　俊弘（東京理科大学・助教）
川野　秀一（大阪府立大学・講師）
高橋　邦彦（国立保健医療科学院・主任研究官）
生駒　哲一（九州工業大学大学院・准教授）
冨田　誠（東京医科歯科大学・准教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
宮里　義彦（統計数理研究所・教授）
山下　貴子（流通科学大学・教授）
福田　治久（一般財団法人 医療経済研究・社会保険福祉協会 医療経済研究機構・主任研究員）
下川　敏雄（山梨大学・准教授）
藤澤　洋徳（統計数理研究所・准教授）
三好　由純（名古屋大学・准教授）
西山　宣昭（金沢大学・教授）
栗木　哲（統計数理研究所・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

共同利用
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●統計数理セミナー
毎週水曜日、所内研究教育職員及び外部の方による

「統計数理セミナー」を開催します。多くの方々にご参加
いただき活発な討論が展開されることを期待しています。
スケジュールは以下の通りです。タイトルは、2ヶ月程度
前からホームページでご案内致します。

開催日時の変更の可能性があります。最新情報はホー
ムページにてご確認下さい。
http://www.ism.ac.jp/　　　　 （メディア開発室）

開場：15時30分
時間：16時～17時20分
　　　事前予約不要、入場自由
場所：統計数理研究所セミナー室5（D314）

6/12水
6/19水
6/26水
7/ 3水

瀧澤 由美、三分一 史和 
Donald St. P. Richards、Peter Surovy
鷲尾 隆、野間 久史
加藤 昇吾、朴 堯星

7/10水
7/24水

Arnaud Doucet、丸山 宏
Hsien-Kuei Hwang、Gareth Peters

平成２５年度統計数理研究所公募型共同利用の採択について
本研究所の平成25年度公募型共同利用の申請課題
が、平成25年3月8日（金）開催の共同利用委員会の審
議を経て採択されました。
採択された研究課題は、以下のとおりであり、その内訳

は、共同利用登録が14件、一般研究1が30件、一般研
究2が86件、重点型研究が19件、共同研究集会が16
件、合計165件です。
なお、これとは別に共同研究リポートが25件採択されま

した。

a
b
c
d
e
 f
g
h
 i
 j

●統計数理研究所分野分類 ●主要研究分野分類
１　統計数学分野
２　情報科学分野
３　生物科学分野
４　物理科学分野
５　工学分野
６　人文科学分野
７　社会科学分野
８　その他

【分野分類】

時空間モデリング分野
知的情報モデリング分野
グラフ構造モデリング分野
調査解析分野
多次元データ解析分野
計算機統計分野
統計基礎数理分野
学習推論分野
計算数理分野
その他

平成25年度統計数理研究所公募型共同利用採択課題
【共同利用登録】

i4
a3
f8
a4
b2
a7
g6
a4
i4
j7
f1
h6
d3
h7

航空・気象情報の見える化のための気象データの解析に関する研究
細胞幾何学モデル
モニタリングデータ時系列およびそれらに及ぼす環境要因解析
柔軟な時系列モデリングのための数値的方法
時系列データを対象とした語義に関する局所特徴量の抽出
Rational GARCHモデルによる時系列解析
学校教育における統計教育について
北極海における海氷・海水生態系を表現した数値モデルの開発
電磁場中の帯電微粒子群の運動の解析
社会的表象とネットワーキングの基礎研究
確率微分方程式を用いた時系列パラメータ推定方法と計算アルゴリズム
楽曲の統計的構造分析
分散処理による大型臨床研究の対話的データ解析
災害時意思決定モデルのための分析利用

新井　直樹（東海大学・准教授）
本多　久夫（兵庫大学・教授）
酒井　正治（森林総合研究所・主任研究員）
北川　源四郎（情報・システム研究機構・研究員（情報・システム研究機構 機構長））
福本　文代（山梨大学・教授）
高石　哲弥（広島経済大学・教授）
伊藤　一郎（東京学芸大学・准教授）
照井　健志（国立極地研究所・特任研究員）
石崎　龍二（福岡県立大学・准教授）
渋谷　和彦（情報・システム研究機構・特任研究員）
佐藤　彰洋（京都大学・助教）
田野倉　葉子（明治大学・特任准教授）
岡田　昌史（筑波大学・講師）
神原　咲子（高知県立大学・准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

a5

a4

a4
a5
a3
h3
d7
h3
a8
b4
h5
f4
d7

d6
b2
g1
e7
a7

a5
h1
j8
d7
a7
f2
a4

h4
g2
g1
d7

統計学的手法による地下における流体流動の把握ならびに
フラクチャーの空間分布の同定

固体地球起源の大気変動現象を解明するための微気圧連続
観測システムおよびデータ同化システムの構築

固体地球科学におけるデータ同化法の構築
脳動脈瘤用ステントの最適化プログラム開発
細胞内ダイナミクスのデータ同化手法を用いた解析
タンパク質電子構造におけるデータマイニング研究
準拠集団と相対的剥奪の社会調査研究
機械学習による海洋多様性データ解析
東京湾水質データの統計解析
高次元希少事例サンプリング推定・学習の確率論的リスク評価への応用
ガスクロマトグラフィーの解析法に関する研究
複雑系のシミュレーションと統計理論
「2010年格差と社会意識についての全国調査」データの
共同利用による成果発信

東アジアにおける生態系や生物多様性と人間の福祉に関する意識調査
離散データ解析法の研究
単純化した多次元ランダムパッキングにおける漸化式
古代社会の人口動態の推定
マーケティング分野におけるベイジアンモデリングを用いた
ビッグデータ高度利用のための研究

リスク防御に向けたデータ同化技術基盤の開発
前立腺癌データの統計的解析
階層安定限界の数値的探索
子どもの社会性に関する発達行動遺伝学的研究
精神科病院の入退院データの統計解析
データ同化研究のためのフレームワーク開発
海洋データ同化システムに用いる誤差分散共分散行列の作成に
関する研究（４）

コンプトンカメラの情報解析法の研究
医用画像処理における統計科学的手法の確立にむけて
M-decomposability and Elliptical Unimodal Densities
災害時における情報判断のモデル化に関する研究

長尾　大道（統計数理研究所・特任准教授）

長尾　大道（統計数理研究所・特任准教授）

長尾　大道（統計数理研究所・特任准教授）
太田　信（東北大学・准教授）
木村　暁（国立遺伝学研究所・准教授）
佐藤　文俊（東京大学・教授）
浜田　宏（東北大学大学院・准教授）
江口　真透（統計数理研究所・教授）
柏木　宣久（統計数理研究所・教授）
鷲尾　隆（大阪大学・教授）
池田　思朗（統計数理研究所・准教授）
加園　克己（東京慈恵会医科大学・講師）
前田　忠彦（統計数理研究所・准教授）

蒋　宏偉（人間文化研究機構総合地球環境学研究所・研究員）
石黒　真木夫（統計数理研究所・名誉教授）
伊藤　栄明（統計数理研究所・名誉教授）
土谷　隆（政策研究大学院大学・教授）
佐藤　忠彦（筑波大学・准教授）

中村　和幸（明治大学・特任講師）
小森　理（統計数理研究所・特任研究員）
斎藤　正也（統計数理研究所・特任研究員）
酒井　厚（山梨大学・准教授）
伊庭　幸人（統計数理研究所・准教授）
長尾　大道（統計数理研究所・特任准教授）
藤井　陽介（気象庁気象研究所・主任研究官）

池田　思朗（統計数理研究所・准教授）
池田　思朗（統計数理研究所・准教授）
中野　純司（統計数理研究所・教授）
木野　泰伸（筑波大学・准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【一般研究１】

e2 多重共線性を考慮したモデル構築法の開発 植木　優夫（山形大学・助教）
分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【一般研究2】

d7
g1
a3
g3
g1
h1
e3
a5
e3
d7
i5
d7
e7
e7
h1
a4
a3
f3

官庁統計データの公開と利用における理論の構築と他分野への応用
確率分割による統計解析
データ主導モデリングによる脳神経細胞の周期的同期発火現象の解明
モデル誤特定のもとでの統計的推測
モード不変な非対称分布族の多次元への拡張
主成分スコアを説明変数とした回帰モデルのスパース推定
区間データに基づくメタアナリシスの方法論と実践
パーティクルフィルタに基づくマルチメディア計算知能
大規模な疫学・保健衛生データの空間集積性などの研究
疾病に対する集団戦略・高リスク戦略のためのコミュニティ評価指標の実用化
自動車の楽しさ・快適性をもたらす制御系設計に関する研究
家計貯蓄種類の選択基準のコウホート分析
抗菌薬処方による多剤耐性菌の発現リスクの検証
街路景観に対するアンケート調査を分析するための統計解析法の研究
アフィン不変性をもつダイバージェンス
データ同化にもとづく放射線帯の物理過程の究明
摂食制限に伴うヒトの末梢概日リズムおよびREM-NREMリズムの位相変化
空間疫学における多重性調整のための数値計算法の開発

佐井　至道（岡山商科大学・教授）
間野　修平（統計数理研究所・准教授）
越久　仁敬（兵庫医科大学・教授）
野間　久史（統計数理研究所・助教）
阿部　俊弘（東京理科大学・助教）
川野　秀一（大阪府立大学・講師）
高橋　邦彦（国立保健医療科学院・主任研究官）
生駒　哲一（九州工業大学大学院・准教授）
冨田　誠（東京医科歯科大学・准教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
宮里　義彦（統計数理研究所・教授）
山下　貴子（流通科学大学・教授）
福田　治久（一般財団法人 医療経済研究・社会保険福祉協会 医療経済研究機構・主任研究員）
下川　敏雄（山梨大学・准教授）
藤澤　洋徳（統計数理研究所・准教授）
三好　由純（名古屋大学・准教授）
西山　宣昭（金沢大学・教授）
栗木　哲（統計数理研究所・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

共同利用

R
eport
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g1
e3
d7
a4
d3
f2
d7
g2
e5

d8
d7
d7
a3

d7
a3
j8
e1
e3
e2
j6
a3
j8
d3
b2
d6
g1
a4

e3
d7
d6

d6
g1
i5

d6
a3
a3
e2
d7

a4

d6
f2
d7

j7
j7
e2
a4

f1

欠測がある場合の一対比較データのモデリング
個人ゲノムデータにおける疾患感受性のマッピング
個別訪問面接調査の新技法の開発
重力波観測データの解析手法の確立
体力運動能力・BMIのコウホート分析
半導体センサーによる化学物質の分類と構造との関連性の検証
防災意識から見た地域密着型自主組織の活性化に関する調査研究
Eulerian分布と正規乱数フィルタの生成
微分方程式から導かれる複雑な非線形回帰モデルのパラメータ
推定法の研究

スギ造林木の偏心成長の３次元構造解析
地域森林資源のサプライチェーンマネジメントシステム構築
インターネット予備調査を利用した新しい階層意識の研究
恒常的活性化型シグナル伝達ネットワークのトポロジーおよび
制御機構推定

現代日本人の政治的無関心・政策選好に関するコウホート分析
群集動態モデリング：中立・ニッチ・食物連鎖
環境リスク評価における環境情報基盤の構築
統計理論に基づく数理的妥当性を有したメンバシップ関数構築法の開発
古人骨のゲノム配列決定による日本列島人類史の推測
放射線医療における分布値データの活用研究
センサス＠スクールを活用した教育実践事例の集積と普及促進
精神疾患における複数の課題による前頭前野血液量変化測定
新学習指導要領に対応した入試問題とアセスメントの開発
歯科疾患実態調査資料のコウホート分析
モデル選択法による統計的推論へのデータ前処理組み込みに関する研究
科学技術コーパスの特徴表現分析とLRTに基づいたCATの作成
英語心内辞書データの統計的解析
磁力線振動周波数とGPS-TECの同時インバージョンによる
プラズマ圏密度全球分布推定

疫学研究における統計的方法の開発と実データへの応用
風評に関する統計科学的検証
第二言語習得における母語のイベント・スキーマの影響の分析：
統計分析を用いて

言語変種調査における統計処理
代数的位相幾何学の統計科学への応用
大規模システムおよび大規模データのための統計数理的アプ
ローチによる適応学習制御

統計解析言語Rを活用したデジタルヒューマニティーズ研究
標高勾配上の自然集団に含まれる遺伝変異の空間分布モデリング
長期野外データからの個体群モデリング
社会物理学の現代的課題
事業所・企業統計の匿名化ミクロデータの作成実験と社会経済
変動過程の解析への応用

国際宇宙ステーションからの撮像観測データを用いた電離圏・
中間圏トモグラフィー

話し手および聞き手の属性とテキストの言語特徴の関係に関する研究
シンボリックデータ解析におけるラフ集合の応用について
社会調査法によるサイエンスコミュニケーション活動を通した研究
職の能力開発に関する研究

津波・風害被害リスク軽減のための屋敷林管理に関する研究
病虫害リスク軽減のための森林管理最適化システムの構築
複雑データの解析法に関する研究
地球電離圏及びプラズマ圏における時空間変動のモデリング・
推定手法の開発

効率的情報縮約と変数選択および発見的情報表現の研究

栗木　哲（統計数理研究所・教授）
間野　修平（統計数理研究所・准教授）
吉川　徹（大阪大学・准教授）
間野　修平（統計数理研究所・准教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
藤岡　宏樹（東京慈恵会医科大学・助教）
朴　堯星（統計数理研究所・助教）
土屋　高宏（城西大学・准教授）
中村　永友（札幌学院大学・教授）

高田　克彦（秋田県立大学・教授）
高田　克彦（秋田県立大学・教授）
轟　亮（金沢大学・教授）
佐藤　昌直（基礎生物学研究所・助教）

三船　毅（中央大学・教授）
島谷　健一郎（統計数理研究所・准教授）
金藤　浩司（統計数理研究所・教授）
蓮池　隆（大阪大学大学院・助教）
太田　博樹（北里大学・准教授）
水田　正弘（北海道大学・教授）
青山　和裕（愛知教育大学・准教授）
菊地　千一郎（自治医科大学・講師）
深澤　弘美（東京医療保健大学・准教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
石黒　真木夫（統計数理研究所・名誉教授）
小山　由紀江（名古屋工業大学大学院・教授）
小林　景（統計数理研究所・助教）
河野　英昭（九州大学大学院・准教授）

和泉　志津恵（大分大学・准教授）
鄭　躍軍（同志社大学・教授）
長　加奈子（北九州市立大学・准教授）

石川　慎一郎（神戸大学・准教授）
福水　健次（統計数理研究所・教授）
宮里　義彦（統計数理研究所・教授）

田畑　智司（大阪大学・准教授）
平尾　章（筑波大学・研究員）
小泉　逸郎（北海道大学・助教）
藤江　遼（科学技術振興機構・研究員）
松田　芳郎（青森公立大学・客員教授）

上野　玄太（統計数理研究所・准教授）

石川　有香（名古屋工業大学・教授）
南　弘征（北海道大学・准教授）
加藤　直子（岡山大学・講師）

木島　真志（琉球大学・准教授）
木島　真志（琉球大学・准教授）
宿久　洋（同志社大学・教授）
中野　慎也（統計数理研究所・助教）

森　裕一（岡山理科大学・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）
f3
i8
d3
a5
d3
e3
i3
f3
h2
a3
d3
g1
h1
d7
d3
d7
j2
i5

a4
d7

c7

疾患のCT値を利用した鑑別診断についての研究
リーグ戦において特定順位を確定するための勝敗数に関する研究
情報量規準を用いた成長関数選択法の改良
ガウス過程による音響情報処理の研究
介護保険における要介護度認定・サービス受給のコウホート分析
予測指標構築の方法論に関する研究
耳鳴の原因となる神経基盤の解明
新生児の自発運動の解析
無差別事象と判定保留を伴うファジイ・ベイズ意思決定
北海道東部沿岸に生息するゼニガタアザラシの個体数推定方法の確立
密度管理図を用いた林床植生に関する数理モデリング
推定関数の幾何学と統計学
Tsallisエントロピーの幾何学と統計学
ベイズ法による林分成長予測とその管理への応用
身長分布の経年変化に関する詳細な推定
公的統計を用いた高齢女性の就業分析
適切な統計処理を支援するための次世代情報基盤とその応用に関する研究
回転円すい体の外表面を上昇する液膜流の微粒化に関する
非線形ダイナミクス

計量学習を用いた電離圏電場ポテンシャルパターン検索エンジンの開発
過疎地域に居住する高齢者の地域生活の課題 
̶社会生活基本調査結果の分析からの検討

サービス科学におけるビッグデータとベイズモデリングの研究

池島　厚（日本大学松戸歯学部・准教授）
伊藤　聡（統計数理研究所・教授）
加茂　憲一（札幌医科大学・准教授）
松井　知子（統計数理研究所・教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
手良向　聡（京都大学・准教授）
小川　剛史（（株）国際電気通信基礎技術研究所・研究員）
中野　純司（統計数理研究所・教授）
椿　広計（統計数理研究所・教授）
小林　由美（北海道大学・研究員）
吉本　敦（統計数理研究所・教授）
逸見　昌之（統計数理研究所・准教授）
逸見　昌之（統計数理研究所・准教授）
吉本　敦（統計数理研究所・教授）
岩田　貴樹（統計数理研究所・特任准教授）
寺村　絵里子（国際短期大学・講師）
林　隆史（会津大学・教授）
足立　高弘（秋田大学・准教授）

才田　聡子（情報・システム研究機構・融合プロジェクト特任研究員）
杉井　たつ子（豊橋創造大学・講師）

石垣　司（東北大学・講師）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【重点型研究】
重点テーマ１：統計数理による減災・復興

j7
g5
d5

災害時意思決定モデルを基盤とした地域減災教育の開発
伝説的な歴史記録を含む水域外力データの極値解析法
コミュニティ単位にみる減災・復興システムモデルの構築と評価について

神原　咲子（高知県立大学・准教授）
北野　利一（名古屋工業大学・准教授）
齊藤　充弘（福島工業高等専門学校・准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

重点テーマ２：ファイナンスリスクのモデリングと制御

a7
g1
e7
a7
a7
g1
d7
e7
j7
e7

高頻度金融データにおける日内季節変動の統計解析
確率過程の統計学とデータ解析
中小・零細企業の信用リスクに関する統計的アプローチ
テキストマイニングと金融市場分析
死亡率予測のための時系列モデリング
計数過程によるセミパラメトリック推測手法の開発
地域金融機関貸出の地域産業へ与える効果に関する統計的分析
接合関数の理論とファイナンスへの応用
リスク評価モデルとリスク尺度の研究
信用リスクデータの統合化と解析方法の開発

吉田　靖（千葉商科大学・教授）
吉田　朋広（東京大学・教授）
宮本　道子（秋田県立大学・教授）
森本　孝之（関西学院大学・准教授）
川崎　能典（統計数理研究所・准教授）
西山　陽一（統計数理研究所・准教授）
今　喜典（青森公立大学・教授）
塚原　英敦（成城大学・教授）
津田　博史（同志社大学・教授）
山下　智志（統計数理研究所・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

重点テーマ３：ビックデータの統計数理

e6
f2

e2

f7

f2
f2

教育ビックデータを想定したデータ解析方法の基礎的研究
データ解析コンペを活用したデータ科学教育およびデータ解析
環境についての研究

ビッグデータ解析における集約的シンボリックデータのクラスタリン
グ手法の応用

マーケティング場面で生じるビッグデータに対する統計モデリングと
推定手法の開発

大量データを表現するための集約的シンボリックデータの可視化
クラウド環境指向のビッグデータ解析技法の開発

笠井　聖二（呉工業高等専門学校・教授）
山本　義郎（東海大学・教授）

清水　信夫（統計数理研究所・助教）

星野　崇宏（名古屋大学・准教授）

山本　由和（徳島文理大学・准教授）
南　弘征（北海道大学・准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）
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g1
e3
d7
a4
d3
f2
d7
g2
e5

d8
d7
d7
a3

d7
a3
j8
e1
e3
e2
j6
a3
j8
d3
b2
d6
g1
a4

e3
d7
d6

d6
g1
i5

d6
a3
a3
e2
d7

a4

d6
f2
d7

j7
j7
e2
a4

f1

欠測がある場合の一対比較データのモデリング
個人ゲノムデータにおける疾患感受性のマッピング
個別訪問面接調査の新技法の開発
重力波観測データの解析手法の確立
体力運動能力・BMIのコウホート分析
半導体センサーによる化学物質の分類と構造との関連性の検証
防災意識から見た地域密着型自主組織の活性化に関する調査研究
Eulerian分布と正規乱数フィルタの生成
微分方程式から導かれる複雑な非線形回帰モデルのパラメータ
推定法の研究

スギ造林木の偏心成長の３次元構造解析
地域森林資源のサプライチェーンマネジメントシステム構築
インターネット予備調査を利用した新しい階層意識の研究
恒常的活性化型シグナル伝達ネットワークのトポロジーおよび
制御機構推定

現代日本人の政治的無関心・政策選好に関するコウホート分析
群集動態モデリング：中立・ニッチ・食物連鎖
環境リスク評価における環境情報基盤の構築
統計理論に基づく数理的妥当性を有したメンバシップ関数構築法の開発
古人骨のゲノム配列決定による日本列島人類史の推測
放射線医療における分布値データの活用研究
センサス＠スクールを活用した教育実践事例の集積と普及促進
精神疾患における複数の課題による前頭前野血液量変化測定
新学習指導要領に対応した入試問題とアセスメントの開発
歯科疾患実態調査資料のコウホート分析
モデル選択法による統計的推論へのデータ前処理組み込みに関する研究
科学技術コーパスの特徴表現分析とLRTに基づいたCATの作成
英語心内辞書データの統計的解析
磁力線振動周波数とGPS-TECの同時インバージョンによる
プラズマ圏密度全球分布推定

疫学研究における統計的方法の開発と実データへの応用
風評に関する統計科学的検証
第二言語習得における母語のイベント・スキーマの影響の分析：
統計分析を用いて

言語変種調査における統計処理
代数的位相幾何学の統計科学への応用
大規模システムおよび大規模データのための統計数理的アプ
ローチによる適応学習制御

統計解析言語Rを活用したデジタルヒューマニティーズ研究
標高勾配上の自然集団に含まれる遺伝変異の空間分布モデリング
長期野外データからの個体群モデリング
社会物理学の現代的課題
事業所・企業統計の匿名化ミクロデータの作成実験と社会経済
変動過程の解析への応用

国際宇宙ステーションからの撮像観測データを用いた電離圏・
中間圏トモグラフィー

話し手および聞き手の属性とテキストの言語特徴の関係に関する研究
シンボリックデータ解析におけるラフ集合の応用について
社会調査法によるサイエンスコミュニケーション活動を通した研究
職の能力開発に関する研究

津波・風害被害リスク軽減のための屋敷林管理に関する研究
病虫害リスク軽減のための森林管理最適化システムの構築
複雑データの解析法に関する研究
地球電離圏及びプラズマ圏における時空間変動のモデリング・
推定手法の開発

効率的情報縮約と変数選択および発見的情報表現の研究

栗木　哲（統計数理研究所・教授）
間野　修平（統計数理研究所・准教授）
吉川　徹（大阪大学・准教授）
間野　修平（統計数理研究所・准教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
藤岡　宏樹（東京慈恵会医科大学・助教）
朴　堯星（統計数理研究所・助教）
土屋　高宏（城西大学・准教授）
中村　永友（札幌学院大学・教授）

高田　克彦（秋田県立大学・教授）
高田　克彦（秋田県立大学・教授）
轟　亮（金沢大学・教授）
佐藤　昌直（基礎生物学研究所・助教）

三船　毅（中央大学・教授）
島谷　健一郎（統計数理研究所・准教授）
金藤　浩司（統計数理研究所・教授）
蓮池　隆（大阪大学大学院・助教）
太田　博樹（北里大学・准教授）
水田　正弘（北海道大学・教授）
青山　和裕（愛知教育大学・准教授）
菊地　千一郎（自治医科大学・講師）
深澤　弘美（東京医療保健大学・准教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
石黒　真木夫（統計数理研究所・名誉教授）
小山　由紀江（名古屋工業大学大学院・教授）
小林　景（統計数理研究所・助教）
河野　英昭（九州大学大学院・准教授）

和泉　志津恵（大分大学・准教授）
鄭　躍軍（同志社大学・教授）
長　加奈子（北九州市立大学・准教授）

石川　慎一郎（神戸大学・准教授）
福水　健次（統計数理研究所・教授）
宮里　義彦（統計数理研究所・教授）

田畑　智司（大阪大学・准教授）
平尾　章（筑波大学・研究員）
小泉　逸郎（北海道大学・助教）
藤江　遼（科学技術振興機構・研究員）
松田　芳郎（青森公立大学・客員教授）

上野　玄太（統計数理研究所・准教授）

石川　有香（名古屋工業大学・教授）
南　弘征（北海道大学・准教授）
加藤　直子（岡山大学・講師）

木島　真志（琉球大学・准教授）
木島　真志（琉球大学・准教授）
宿久　洋（同志社大学・教授）
中野　慎也（統計数理研究所・助教）

森　裕一（岡山理科大学・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）
f3
i8
d3
a5
d3
e3
i3
f3
h2
a3
d3
g1
h1
d7
d3
d7
j2
i5

a4
d7

c7

疾患のCT値を利用した鑑別診断についての研究
リーグ戦において特定順位を確定するための勝敗数に関する研究
情報量規準を用いた成長関数選択法の改良
ガウス過程による音響情報処理の研究
介護保険における要介護度認定・サービス受給のコウホート分析
予測指標構築の方法論に関する研究
耳鳴の原因となる神経基盤の解明
新生児の自発運動の解析
無差別事象と判定保留を伴うファジイ・ベイズ意思決定
北海道東部沿岸に生息するゼニガタアザラシの個体数推定方法の確立
密度管理図を用いた林床植生に関する数理モデリング
推定関数の幾何学と統計学
Tsallisエントロピーの幾何学と統計学
ベイズ法による林分成長予測とその管理への応用
身長分布の経年変化に関する詳細な推定
公的統計を用いた高齢女性の就業分析
適切な統計処理を支援するための次世代情報基盤とその応用に関する研究
回転円すい体の外表面を上昇する液膜流の微粒化に関する
非線形ダイナミクス

計量学習を用いた電離圏電場ポテンシャルパターン検索エンジンの開発
過疎地域に居住する高齢者の地域生活の課題 
̶社会生活基本調査結果の分析からの検討

サービス科学におけるビッグデータとベイズモデリングの研究

池島　厚（日本大学松戸歯学部・准教授）
伊藤　聡（統計数理研究所・教授）
加茂　憲一（札幌医科大学・准教授）
松井　知子（統計数理研究所・教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
手良向　聡（京都大学・准教授）
小川　剛史（（株）国際電気通信基礎技術研究所・研究員）
中野　純司（統計数理研究所・教授）
椿　広計（統計数理研究所・教授）
小林　由美（北海道大学・研究員）
吉本　敦（統計数理研究所・教授）
逸見　昌之（統計数理研究所・准教授）
逸見　昌之（統計数理研究所・准教授）
吉本　敦（統計数理研究所・教授）
岩田　貴樹（統計数理研究所・特任准教授）
寺村　絵里子（国際短期大学・講師）
林　隆史（会津大学・教授）
足立　高弘（秋田大学・准教授）

才田　聡子（情報・システム研究機構・融合プロジェクト特任研究員）
杉井　たつ子（豊橋創造大学・講師）

石垣　司（東北大学・講師）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【重点型研究】
重点テーマ１：統計数理による減災・復興

j7
g5
d5

災害時意思決定モデルを基盤とした地域減災教育の開発
伝説的な歴史記録を含む水域外力データの極値解析法
コミュニティ単位にみる減災・復興システムモデルの構築と評価について

神原　咲子（高知県立大学・准教授）
北野　利一（名古屋工業大学・准教授）
齊藤　充弘（福島工業高等専門学校・准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

重点テーマ２：ファイナンスリスクのモデリングと制御

a7
g1
e7
a7
a7
g1
d7
e7
j7
e7

高頻度金融データにおける日内季節変動の統計解析
確率過程の統計学とデータ解析
中小・零細企業の信用リスクに関する統計的アプローチ
テキストマイニングと金融市場分析
死亡率予測のための時系列モデリング
計数過程によるセミパラメトリック推測手法の開発
地域金融機関貸出の地域産業へ与える効果に関する統計的分析
接合関数の理論とファイナンスへの応用
リスク評価モデルとリスク尺度の研究
信用リスクデータの統合化と解析方法の開発

吉田　靖（千葉商科大学・教授）
吉田　朋広（東京大学・教授）
宮本　道子（秋田県立大学・教授）
森本　孝之（関西学院大学・准教授）
川崎　能典（統計数理研究所・准教授）
西山　陽一（統計数理研究所・准教授）
今　喜典（青森公立大学・教授）
塚原　英敦（成城大学・教授）
津田　博史（同志社大学・教授）
山下　智志（統計数理研究所・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

重点テーマ３：ビックデータの統計数理

e6
f2

e2

f7

f2
f2

教育ビックデータを想定したデータ解析方法の基礎的研究
データ解析コンペを活用したデータ科学教育およびデータ解析
環境についての研究

ビッグデータ解析における集約的シンボリックデータのクラスタリン
グ手法の応用

マーケティング場面で生じるビッグデータに対する統計モデリングと
推定手法の開発

大量データを表現するための集約的シンボリックデータの可視化
クラウド環境指向のビッグデータ解析技法の開発

笠井　聖二（呉工業高等専門学校・教授）
山本　義郎（東海大学・教授）

清水　信夫（統計数理研究所・助教）

星野　崇宏（名古屋大学・准教授）

山本　由和（徳島文理大学・准教授）
南　弘征（北海道大学・准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）
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【共同研究集会】

f2
g5
a4
j8
a8
d7
g1
g1
a3
f2
a2
f2
e8
j8
j8
i2

データ解析環境Rの整備と利用
極値理論の工学への応用
データ同化ワークショップ
ダイナミカルバイオインフォマティクスの展開Ⅱ
環境・生態データと統計解析
公的統計のミクロデータの利用に関する研究集会
無限分解可能過程に関連する諸問題
確率分布論の新展開
動物行動モデリング：個体・集団・バイオメカニクス
経済物理学とその周辺
非侵襲生体信号の解析・モデル化技術とその周辺
GeoGebraの数学、数学教育、および統計教育での利用
統計学的手法を用いた環境及び生体化学調査の高度化に関する研究集会
統計教育の方法とその基礎的研究に関する研究集会
スポーツデータ解析における理論と事例に関する研究集会
最適化：モデリングとアルゴリズム

中谷　朋昭（北海道大学・助教）
北野　利一（名古屋工業大学・准教授）
上野　玄太（統計数理研究所・准教授）
金野　秀敏（国立大学法人筑波大学・教授）
清水　邦夫（慶應義塾大学・教授）
木下　千大（一橋大学・准教授）
志村　隆彰（統計数理研究所・助教）
加藤　昇吾（統計数理研究所・助教）
島谷　健一郎（統計数理研究所・准教授）
田中　美栄子（鳥取大学・教授）
岩木　直（独立行政法人産業技術総合研究所・研究グループ長）
丸山　直昌（統計数理研究所・准教授）
橋本　俊次（国立環境研究所・主任研究員）
藤井　良宜（宮崎大学・教授）
竹内　光悦（実践女子大学・准教授）
土谷　隆（政策研究大学院大学・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

（企画グループ・研究支援担当）

外来研究員の受入れ

明星大学連携研究センター・
主管研究員

2重累積和統計量の数理と応
用

氏　名 職　名 研究題目 研究期間
広津　千尋 H24.12.21～

H25.3.31

受入担当研究教育職員 特命教授又は客員研究員の称号付与
中野　純司
統計思考院・院長

韓国・キョンヒ大学コミュニ
ケーションアンドコーディングセ
オリーラボ・研究教授

ウィシャート分布理論の通信技
術への応用

Constantin
Siriteanu

H25.1.7～
H25.1.11

栗木　哲 教授

スイス・ダレモーレ人工知能
研究所・博士課程学生

カーネル法によるセミパラメトリッ
ク変数選択法の研究

Somayeh
Danafar

H25.1.14～
H25.3.31

福水　健次
統計的機械学習
研究センター長

アメリカ・ルイジアナ州立大学
林産物開発研究センター・所
長・教授

グリーン経済における林産物の
マーケティングと森林認証

Richard
Vlosky

H25.3.26～
H25.3.29

吉本　敦 教授

オーストリア・国際応用システ
ム分析研究所・副プログラム
リーダー・研究員

グリーン経済における林産物の
マーケティングと森林認証

Florian
Kraxner

H25.3.26～
H25.3.29

吉本　敦 教授

名古屋大学大学院情報科学
研究科メディア科学専攻・大
学院生

マルチチャネル収録信号の統
計的モデリングによる空間音響
推定

小松　達也 H25.1.28～
H25.3.16

松井　知子 教授

スイス連邦工科大学チューリッ
ヒ校（スイス）・助教（相当）

統計地震学の研究と教育Jeremy
Douglas
Zechar

H25.1.17～
H25.1.30

庄　建倉 准教授

アメリカ合衆国、オレゴン州立
大学 地球海洋大気科学研究
所、博士研究員

データ同化のための粒子フィル
タアルゴリズムの研究開発

Brad Weir H25.2.3～
H25.2.9

中野　純司 教授

スンシル大学校・教授 計算機統計学とソフトウェアJung Jin Lee H25.2.18～
H25.2.21

中野　純司 教授

オーストリア　国際応用システ
ム分析研究所・研究員

森林資源管理と数理モデルNicklas
Forsell

H25.3.12～
H25.3.19

吉本　敦 教授

フロリダ州立大学・教授 モンテカルロ法の偏微分方程
式への応用

Michael
Vincent
Mascagni

H25.2.18～
H25.2.23

中野　純司 教授

独立行政法人科学技術振興
機構　湊離散構造処理系プ
ロジェクト・ポスドク研究員

強化学習に対するベイズ推論
アプローチ

植野　剛 H25.3.21～
H25.3.27

福水　健次
統計的機械学習
研究センター長

コンラート・ツーゼ数理センター
ベルリン数理学校・博士課程
大学院生

森林資源管理と数理モデル
氏　名 職　名 研究題目 研究期間

Annie
Raymond

H25.3.12～
H25.3.19

受入担当研究教育職員 特命教授又は客員研究員の称号付与
吉本　敦 教授

南チリ大学工学部コンピュータ
科学研究所・教授

森林資源管理と数理モデルMauricio
Ruiz-Tagle
Molina

H25.3.12～
H25.3.19

吉本　敦 教授

スペイン　エストレマドゥラ大
学・准教授

周期的な密度関数を持つコピ
ュラに関する研究

Arthur
Pewsey

H25.3.22～
H25.3.31

加藤　昇吾 助教

財団法人九州先端科学技術
研究所・特別研究員

乱数の研究高橋　勇人 H25.4.1～
H26.3.31

伊藤　聡 教授

東京大学地震研究所・客員
教授

東海地方の体積ひずみ解析高波　鐡夫 H25.4.1～
H25.7.31

田村　義保 教授

信州大学経済学部・講師 公的統計の精度検証と利用の
促進

元山　斉 H25.4.1～
H26.3.31

椿　広計
リスク解析戦略
研究センター長

島根大学医学部医学科医療
情報学講座・特任助教

ナショナルレセプトデータベース
を用いた併用禁止医薬品、重
複投与等の処方実態研究

關　真美 H25.4.1～
H26.3.31

椿　広計
リスク解析戦略
研究センター長

和歌山県立医科大学保険看
護学部・講師

日本の自殺希少地域における
自殺予防因子の探索

岡　檀 H25.4.1～
H26.3.31

椿　広計
リスク解析戦略
研究センター長

ドイツ　マックス・プランク・
知的システム研究所・博士課
程学生

確率分布をデータとするサポー
トベクターマシンの研究

Krikamol
Muandet

H25.4.1～
H25.5.4

福水　健次
統計的機械学習
研究センター長

株式会社地球快適化インス
ティテュート・チーフアナリスト

バイオマーカー探索のためのイ
ンフォマティクス技術の開発

磯村　哲 H25.4.1～
H26.3.31

江口　真透 教授

水産総合研究センター　中央
水産研究所・資源管理グルー
プ長

海洋生態学と機械学習法の融
合によるデータ不足下の生態
系評価手法の開発

岡村　寛 H25.4.1～
H26.3.31

江口　真透 教授

株式会社CLCバイオジャパ
ン・フィールドアプリケーション
スペシャリスト

バイオインフォマティクスデータ
の解析、新規手法の探索

プリチャード
真理

H25.4.1～
H26.3.31

江口　真透 教授

横浜国立大学・専任講師 顧客データに基づく逐次的マー
ケティングPDCAリサイクルの
開発

本橋　永至 H25.4.1～
H25.3.31

丸山　宏
サービス科学研究
センター長

水産総合研究センター　中央
水産研究所

海洋生態学と機械学習法の融
合によるデータ不足下の生態
系評価手法の開発

市野川　桃子 H25.4.1～
H26.3.31

江口　真透 教授

はこだて未来大学複雑系知能
学科・准教授

機械学習によるパターン認識の
方法

竹之内　高志 H25.4.1～
H26.3.31

江口　真透 教授

九州大学・助教 機械学習と統計学の融合強
化

川喜田　雅則 H25.4.1～
H26.3.31

江口　真透 教授

統計教育大学間連携ネット
ワーク・研究員

統計教育に関するポータル開
発

迫田　宇広 H25.4.1～
H26.3.31

田村　義保 教授

国立精神・神経医療研究セ
ンター精神保健研究所・自殺
予防総合対策センター研究員

既存統計を用いた自殺および
自殺未遂の実態把握と危険因
子の検討

山内　貴史 H25.4.1～
H26.3.31

椿　広計
リスク解析戦略
研究センター長

株式会社ニコン精機カンパ
ニー生産本部投影レンズ製造
部・部付技監補

製品の品質保証と信頼性への
データマイニング接近

高井　勉 H25.4.1～
H26.3.31

椿　広計
リスク解析戦略
研究センター長

一橋大学大学院国際企業戦
略研究科・名誉教授

金融のリスク管理と統計的計
測の方法の研究

三浦　良造 H25.4.1～
H26.3.31

椿　広計
リスク解析戦略
研究センター長

関西大学ソシオネットワーク戦
略研究機構・特任研究員

主変数選択のカーネル化に関
する研究

佐野　夏樹 H25.4.1～
H26.3.31

黒木　学 准教授

オランダ　トウェンテ大学・研
究員

異種データの統合とトラッキング
への応用

Aoki Hiroshi
Edson

H25.3.25～
H25.3.29

樋口　知之 所長

イギリス　オープン大学・教授 Wehrly-Johnson分布と関連し
たマルコフ過程の研究

Michael
Christopher
Jones

H25.3.22～
H25.3.30

加藤　昇吾 助教

外部資金・研究員等の受入れ

R
eport

16 �e Institute of Statistical Mathematics 17�e Institute of Statistical Mathematics



【共同研究集会】

f2
g5
a4
j8
a8
d7
g1
g1
a3
f2
a2
f2
e8
j8
j8
i2

データ解析環境Rの整備と利用
極値理論の工学への応用
データ同化ワークショップ
ダイナミカルバイオインフォマティクスの展開Ⅱ
環境・生態データと統計解析
公的統計のミクロデータの利用に関する研究集会
無限分解可能過程に関連する諸問題
確率分布論の新展開
動物行動モデリング：個体・集団・バイオメカニクス
経済物理学とその周辺
非侵襲生体信号の解析・モデル化技術とその周辺
GeoGebraの数学、数学教育、および統計教育での利用
統計学的手法を用いた環境及び生体化学調査の高度化に関する研究集会
統計教育の方法とその基礎的研究に関する研究集会
スポーツデータ解析における理論と事例に関する研究集会
最適化：モデリングとアルゴリズム

中谷　朋昭（北海道大学・助教）
北野　利一（名古屋工業大学・准教授）
上野　玄太（統計数理研究所・准教授）
金野　秀敏（国立大学法人筑波大学・教授）
清水　邦夫（慶應義塾大学・教授）
木下　千大（一橋大学・准教授）
志村　隆彰（統計数理研究所・助教）
加藤　昇吾（統計数理研究所・助教）
島谷　健一郎（統計数理研究所・准教授）
田中　美栄子（鳥取大学・教授）
岩木　直（独立行政法人産業技術総合研究所・研究グループ長）
丸山　直昌（統計数理研究所・准教授）
橋本　俊次（国立環境研究所・主任研究員）
藤井　良宜（宮崎大学・教授）
竹内　光悦（実践女子大学・准教授）
土谷　隆（政策研究大学院大学・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

（企画グループ・研究支援担当）

外来研究員の受入れ

明星大学連携研究センター・
主管研究員

2重累積和統計量の数理と応
用

氏　名 職　名 研究題目 研究期間
広津　千尋 H24.12.21～

H25.3.31

受入担当研究教育職員 特命教授又は客員研究員の称号付与
中野　純司
統計思考院・院長

韓国・キョンヒ大学コミュニ
ケーションアンドコーディングセ
オリーラボ・研究教授

ウィシャート分布理論の通信技
術への応用

Constantin
Siriteanu

H25.1.7～
H25.1.11

栗木　哲 教授

スイス・ダレモーレ人工知能
研究所・博士課程学生

カーネル法によるセミパラメトリッ
ク変数選択法の研究

Somayeh
Danafar

H25.1.14～
H25.3.31

福水　健次
統計的機械学習
研究センター長

アメリカ・ルイジアナ州立大学
林産物開発研究センター・所
長・教授

グリーン経済における林産物の
マーケティングと森林認証

Richard
Vlosky

H25.3.26～
H25.3.29

吉本　敦 教授

オーストリア・国際応用システ
ム分析研究所・副プログラム
リーダー・研究員

グリーン経済における林産物の
マーケティングと森林認証

Florian
Kraxner

H25.3.26～
H25.3.29

吉本　敦 教授

名古屋大学大学院情報科学
研究科メディア科学専攻・大
学院生

マルチチャネル収録信号の統
計的モデリングによる空間音響
推定

小松　達也 H25.1.28～
H25.3.16

松井　知子 教授

スイス連邦工科大学チューリッ
ヒ校（スイス）・助教（相当）

統計地震学の研究と教育Jeremy
Douglas
Zechar

H25.1.17～
H25.1.30

庄　建倉 准教授

アメリカ合衆国、オレゴン州立
大学 地球海洋大気科学研究
所、博士研究員

データ同化のための粒子フィル
タアルゴリズムの研究開発

Brad Weir H25.2.3～
H25.2.9

中野　純司 教授

スンシル大学校・教授 計算機統計学とソフトウェアJung Jin Lee H25.2.18～
H25.2.21

中野　純司 教授

オーストリア　国際応用システ
ム分析研究所・研究員

森林資源管理と数理モデルNicklas
Forsell

H25.3.12～
H25.3.19

吉本　敦 教授

フロリダ州立大学・教授 モンテカルロ法の偏微分方程
式への応用

Michael
Vincent
Mascagni

H25.2.18～
H25.2.23

中野　純司 教授

独立行政法人科学技術振興
機構　湊離散構造処理系プ
ロジェクト・ポスドク研究員

強化学習に対するベイズ推論
アプローチ

植野　剛 H25.3.21～
H25.3.27

福水　健次
統計的機械学習
研究センター長

コンラート・ツーゼ数理センター
ベルリン数理学校・博士課程
大学院生

森林資源管理と数理モデル
氏　名 職　名 研究題目 研究期間

Annie
Raymond

H25.3.12～
H25.3.19

受入担当研究教育職員 特命教授又は客員研究員の称号付与
吉本　敦 教授

南チリ大学工学部コンピュータ
科学研究所・教授

森林資源管理と数理モデルMauricio
Ruiz-Tagle
Molina

H25.3.12～
H25.3.19

吉本　敦 教授

スペイン　エストレマドゥラ大
学・准教授

周期的な密度関数を持つコピ
ュラに関する研究

Arthur
Pewsey

H25.3.22～
H25.3.31

加藤　昇吾 助教

財団法人九州先端科学技術
研究所・特別研究員

乱数の研究高橋　勇人 H25.4.1～
H26.3.31

伊藤　聡 教授

東京大学地震研究所・客員
教授

東海地方の体積ひずみ解析高波　鐡夫 H25.4.1～
H25.7.31

田村　義保 教授

信州大学経済学部・講師 公的統計の精度検証と利用の
促進

元山　斉 H25.4.1～
H26.3.31

椿　広計
リスク解析戦略
研究センター長

島根大学医学部医学科医療
情報学講座・特任助教

ナショナルレセプトデータベース
を用いた併用禁止医薬品、重
複投与等の処方実態研究

關　真美 H25.4.1～
H26.3.31

椿　広計
リスク解析戦略
研究センター長

和歌山県立医科大学保険看
護学部・講師

日本の自殺希少地域における
自殺予防因子の探索

岡　檀 H25.4.1～
H26.3.31

椿　広計
リスク解析戦略
研究センター長

ドイツ　マックス・プランク・
知的システム研究所・博士課
程学生

確率分布をデータとするサポー
トベクターマシンの研究

Krikamol
Muandet

H25.4.1～
H25.5.4

福水　健次
統計的機械学習
研究センター長

株式会社地球快適化インス
ティテュート・チーフアナリスト

バイオマーカー探索のためのイ
ンフォマティクス技術の開発

磯村　哲 H25.4.1～
H26.3.31

江口　真透 教授

水産総合研究センター　中央
水産研究所・資源管理グルー
プ長

海洋生態学と機械学習法の融
合によるデータ不足下の生態
系評価手法の開発

岡村　寛 H25.4.1～
H26.3.31

江口　真透 教授

株式会社CLCバイオジャパ
ン・フィールドアプリケーション
スペシャリスト

バイオインフォマティクスデータ
の解析、新規手法の探索

プリチャード
真理

H25.4.1～
H26.3.31

江口　真透 教授

横浜国立大学・専任講師 顧客データに基づく逐次的マー
ケティングPDCAリサイクルの
開発

本橋　永至 H25.4.1～
H25.3.31

丸山　宏
サービス科学研究
センター長

水産総合研究センター　中央
水産研究所

海洋生態学と機械学習法の融
合によるデータ不足下の生態
系評価手法の開発

市野川　桃子 H25.4.1～
H26.3.31

江口　真透 教授

はこだて未来大学複雑系知能
学科・准教授

機械学習によるパターン認識の
方法

竹之内　高志 H25.4.1～
H26.3.31

江口　真透 教授

九州大学・助教 機械学習と統計学の融合強
化

川喜田　雅則 H25.4.1～
H26.3.31

江口　真透 教授

統計教育大学間連携ネット
ワーク・研究員

統計教育に関するポータル開
発

迫田　宇広 H25.4.1～
H26.3.31

田村　義保 教授

国立精神・神経医療研究セ
ンター精神保健研究所・自殺
予防総合対策センター研究員

既存統計を用いた自殺および
自殺未遂の実態把握と危険因
子の検討

山内　貴史 H25.4.1～
H26.3.31

椿　広計
リスク解析戦略
研究センター長

株式会社ニコン精機カンパ
ニー生産本部投影レンズ製造
部・部付技監補

製品の品質保証と信頼性への
データマイニング接近

高井　勉 H25.4.1～
H26.3.31

椿　広計
リスク解析戦略
研究センター長

一橋大学大学院国際企業戦
略研究科・名誉教授

金融のリスク管理と統計的計
測の方法の研究

三浦　良造 H25.4.1～
H26.3.31

椿　広計
リスク解析戦略
研究センター長

関西大学ソシオネットワーク戦
略研究機構・特任研究員

主変数選択のカーネル化に関
する研究

佐野　夏樹 H25.4.1～
H26.3.31

黒木　学 准教授

オランダ　トウェンテ大学・研
究員

異種データの統合とトラッキング
への応用

Aoki Hiroshi
Edson

H25.3.25～
H25.3.29

樋口　知之 所長

イギリス　オープン大学・教授 Wehrly-Johnson分布と関連し
たマルコフ過程の研究

Michael
Christopher
Jones

H25.3.22～
H25.3.30

加藤　昇吾 助教

外部資金・研究員等の受入れ

R
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（企画グループ・研究支援担当）
寄附金の受入れ

島根大学総合理工学部・教
授

バイオインフォマティクスのため
の統計的課題への挑戦

氏　名 職　名 研究題目 研究期間
内藤　貫太 H25.4.1～

H26.3.31

受入担当研究教育職員 特命教授又は客員研究員の称号付与
江口　真透 教授

総合研究大学院大学複合科
学研究科統計科学専攻博士
後期課程修了生

神経活動における統計的モデ
リング手法の開発

川合　成治 H25.4.1～
H26.3.31

三分一　史和
准教授

中国　復旦大学生物進化学
研究センター・リサーチプロ
フェッサー

「脊椎動物の分子系統と進化
の統計的解析」に関する特別
教育研究事業

曹　　纓 H25.4.1～
H25.3.31

足立　淳 准教授

東京農業大学農学部バイオセ
ラピー学科・准教授

ゲノム統計解析による生物多
様性の機構の解明

佐々木　剛 H25.4.1～
H26.3.31

足立　淳 准教授

日本学術振興会特別研究員
（ＰＤ）

多因子疾患が存在する理由の
人類進化学的考察：環境適応
と拡散に伴う疾患アレルの蓄積

中込　滋樹 H25.4.1～
H26.3.31

間野　修平
准教授

毎日新聞社　終身名誉職員 統計数理研究所の広報活動
の活性化

板垣　雅夫 H25.4.1～
H26.3.31

丸山　宏 教授

会津大学情報システム学部
門・上級准教授

音データ処理のためのノンパラ
メトリックベイズモデリングの方
法に関する研究

Konstantin
Markov

H25.4.1～
H25.4.6

松井　知子 教授

日本学術振興会外国人特別
研究員

日本森林樹種に対する最適材木
施業のための構造型モデル構築

Peter
Surový

H25.4.1～
H25.11.12

吉本　敦 教授

中国　復旦大学生命科学学
院・教授

「系統樹推定の統計的問題」
に関する特別教育研究事業

長谷川　政美 H25.4.1～
H26.3.31

足立　淳 准教授

東京工業大学大学院生命理
工学研究科・助教

大規模ゲノムデータの統計的
解析

西原　秀典 H25.4.1～
H26.3.31

足立　淳 准教授

一般社団法人国際環境研究
協会・特別研究員

化学物質の環境影響評価に関
する統計的側面の検討

松本　幸雄 H25.4.1～
H26.3.31

椿　広計 教授

日本学術振興会外国人特別
研究員（欧米短期）

ランドスケープ管理における社会
価値評価のための統計モデリング

Diana
Surova

H25.4.1～
H25.12.4

吉本　敦 教授

（企画グループ・財務担当）

受入決定年月日 委託者の名称 寄附金額（円）
H25. 3.13 一般社団法人ＣＲＤ協会

寄附目的
リスク解析戦略研究センター 教授
椿　広計

担当教員
３，６００，０００ リスク解析に関する研究助成

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
辞　職
辞　職
辞　職
辞　職
辞　職

辞　職

定年退職

松井　茂之
佐藤　整尚
尾碕　幸謙
内山　　亮
小坂　　孝

佐野　智典

松野　秀夫

名古屋大学大学院医学系研究科教授
東京大学大学院経済学研究科准教授
筑波大学大学院ビジネス科学研究科准教授

東京大学本部人事企画課副課長

東京大学大学院農学生命科学研究科総務課附属
水産実験所事務室係長

統計科学技術センター情報資源室技術職員（再雇用）

データ科学研究系計量科学グループ教授
モデリング研究系潜在構造モデリンググループ准教授
データ科学研究系構造探索グループ助教
極地研・統数研統合事務部共通事務センター長

極地研・統数研統合事務部共通事務センター
総括チームリーダー（総務担当）

極地研・統数研統合事務部企画グループ
（統数研担当）専門職員

統計科学技術センター情報資源室技術職員

平成25年3月31日転出者（研究教育職員、事務職員、技術職員）

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
採　用
採　用

採　用
再雇用

渋澤　知祥
中嶋　弘光

池田　広樹
松野　秀夫

極地研・統数研統合事務部共通事務センター長

極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）
チームリーダー（財務担当）

統計科学技術センターメディア開発室技術職員
統計科学技術センター情報資源室技術職員

山口大学財務部長
東京大学本部博物館事業課係長

日本電気株式会社ITソフトウェア生産技術・品質保証本部
統計科学技術センター情報資源室技術職員

平成25年4月1日転入者（事務職員、技術職員）

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
配置換

昇　任
昇　任

新井　弘章

長嶋　昭子
河治　一郎

極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）
チームリーダー（研究支援担当）

統計科学技術センターメディア開発室長

極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）
財務担当チーム主任

極地研・統数研統合事務部企画グループ
（統数研担当）チームリーダー（財務担当）

統計科学技術センターメディア開発室技術職員

極地研・統数研統合事務部企画グループ
（統数研担当）財務担当チーム事務職員

平成25年4月1日所内異動（事務職員、技術職員）

異動内容 氏　　名 職　　名 任　　期
兼　務
兼　務

山下　智志
逸見　昌之

リスク解析戦略研究センター長
リスク解析戦略研究センター副センター長

H25.4.1～H27.3.31
H25.4.1～H27.3.31

平成25年4月1日役職者の異動

異動内容 氏　　名 兼務先 本　　務
兼　務
兼　務
兼　務
兼　務
兼　務

伊藤　　聡
丸山　直昌
渋澤　知祥
夛田　健一
新井　弘章

統計思考院教授
統計思考院准教授
運営企画本部
運営企画本部評価室
運営企画本部知的財産室

数理・推論研究系計算推論グループ教授
データ科学研究系データ設計グループ准教授
極地研・統数研統合事務部共通事務センター長
極地研・統数研統合事務部企画グループ長（統数研担当）

極地研・統数研統合事務部企画グループ
（統数研担当）チームリーダー（研究支援担当）

平成25年4月1日所内異動兼務（研究教育職員、事務職員）

（企画グループ・人事担当）

異動内容 氏　　名 兼務先
兼務免
兼務免

伊藤　　聡
渡邉　百合子

運営企画本部評価室 
統計科学技術センターメディア開発室長 

平成25年4月1日所内異動兼務免（研究教育職員、技術職員）

外国人客員紹介

I am very pleased to return to ISM for the second time in under a year. The weather is beautiful - 
not so hot as last summer. With Kei Kobayashi, who visited me in London only a few weeks ago, 
the works goes well. We submitted a short version of our paper on algebraic methods in 
information geometry and should make progress on our second paper on data analysis. Also, 
Satoshi Kuriki and I hope to crack a rather nice problem which he set in tube theory on my last 
visit; one of those where you know the answer but cannot quite get the proof. A lot to do in three 
weeks, but hopefully the weather will help.

●Henry Philip Wynn 　客員教授

平成２４年度第3回統計数理研究所運営会議の開催
平成25年3月15日（金）に、本研究所に於いて、平成24
年度第3回統計数理研究所運営会議が開催されました。
中村会長から開会が宣され、樋口所長から挨拶の後、所長
はじめ、各副所長及び関係委員から、平成25年度客員教
授の任用、平成24年度客員准教授の任用、平成24年度
特任助教の任用、大学共同利用機関の役割と更なる機能
強化に向けてのスケジュール、将来計画委員会からの報

告、政府補正予算等、平成25年度概算要求の結果、研究
交流協定、NOE顧問会議、平成25年度公開講座、文部
科学省委託事業「数学・数理科学と諸科学・産業との協
働によるイノベーション創出のための研究促進プログラム（略
して数学協働プロクラム）」、各種事業について、それぞれ
報告がありました。
引き続き、平成25年度統計数理研究所公募型共同利

用、平成25年度年度計画、平成26年度概算要求、統数
研外部評価委員会、助教の人事制度の見直し案について、
それぞれ審議が行われ、審議の結果、了承されました。

また、会議終了後は、伊藤教授による「数学協働プロクラム」
の概要、平成24年度事業報告、来年度の事業計画などの報
告がありました。　　　　　　　  （企画グループ・総務担当）
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（企画グループ・研究支援担当）
寄附金の受入れ

島根大学総合理工学部・教
授

バイオインフォマティクスのため
の統計的課題への挑戦

氏　名 職　名 研究題目 研究期間
内藤　貫太 H25.4.1～

H26.3.31

受入担当研究教育職員 特命教授又は客員研究員の称号付与
江口　真透 教授

総合研究大学院大学複合科
学研究科統計科学専攻博士
後期課程修了生

神経活動における統計的モデ
リング手法の開発

川合　成治 H25.4.1～
H26.3.31

三分一　史和
准教授

中国　復旦大学生物進化学
研究センター・リサーチプロ
フェッサー

「脊椎動物の分子系統と進化
の統計的解析」に関する特別
教育研究事業

曹　　纓 H25.4.1～
H25.3.31

足立　淳 准教授

東京農業大学農学部バイオセ
ラピー学科・准教授

ゲノム統計解析による生物多
様性の機構の解明

佐々木　剛 H25.4.1～
H26.3.31

足立　淳 准教授

日本学術振興会特別研究員
（ＰＤ）

多因子疾患が存在する理由の
人類進化学的考察：環境適応
と拡散に伴う疾患アレルの蓄積

中込　滋樹 H25.4.1～
H26.3.31

間野　修平
准教授

毎日新聞社　終身名誉職員 統計数理研究所の広報活動
の活性化

板垣　雅夫 H25.4.1～
H26.3.31

丸山　宏 教授

会津大学情報システム学部
門・上級准教授

音データ処理のためのノンパラ
メトリックベイズモデリングの方
法に関する研究

Konstantin
Markov

H25.4.1～
H25.4.6

松井　知子 教授

日本学術振興会外国人特別
研究員

日本森林樹種に対する最適材木
施業のための構造型モデル構築

Peter
Surový

H25.4.1～
H25.11.12

吉本　敦 教授

中国　復旦大学生命科学学
院・教授

「系統樹推定の統計的問題」
に関する特別教育研究事業

長谷川　政美 H25.4.1～
H26.3.31

足立　淳 准教授

東京工業大学大学院生命理
工学研究科・助教

大規模ゲノムデータの統計的
解析

西原　秀典 H25.4.1～
H26.3.31

足立　淳 准教授

一般社団法人国際環境研究
協会・特別研究員

化学物質の環境影響評価に関
する統計的側面の検討

松本　幸雄 H25.4.1～
H26.3.31

椿　広計 教授

日本学術振興会外国人特別
研究員（欧米短期）

ランドスケープ管理における社会
価値評価のための統計モデリング

Diana
Surova

H25.4.1～
H25.12.4

吉本　敦 教授

（企画グループ・財務担当）

受入決定年月日 委託者の名称 寄附金額（円）
H25. 3.13 一般社団法人ＣＲＤ協会

寄附目的
リスク解析戦略研究センター 教授
椿　広計

担当教員
３，６００，０００ リスク解析に関する研究助成

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
辞　職
辞　職
辞　職
辞　職
辞　職

辞　職

定年退職

松井　茂之
佐藤　整尚
尾碕　幸謙
内山　　亮
小坂　　孝

佐野　智典

松野　秀夫

名古屋大学大学院医学系研究科教授
東京大学大学院経済学研究科准教授
筑波大学大学院ビジネス科学研究科准教授

東京大学本部人事企画課副課長

東京大学大学院農学生命科学研究科総務課附属
水産実験所事務室係長

統計科学技術センター情報資源室技術職員（再雇用）

データ科学研究系計量科学グループ教授
モデリング研究系潜在構造モデリンググループ准教授
データ科学研究系構造探索グループ助教
極地研・統数研統合事務部共通事務センター長

極地研・統数研統合事務部共通事務センター
総括チームリーダー（総務担当）

極地研・統数研統合事務部企画グループ
（統数研担当）専門職員

統計科学技術センター情報資源室技術職員

平成25年3月31日転出者（研究教育職員、事務職員、技術職員）

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
採　用
採　用

採　用
再雇用

渋澤　知祥
中嶋　弘光

池田　広樹
松野　秀夫

極地研・統数研統合事務部共通事務センター長

極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）
チームリーダー（財務担当）

統計科学技術センターメディア開発室技術職員
統計科学技術センター情報資源室技術職員

山口大学財務部長
東京大学本部博物館事業課係長

日本電気株式会社ITソフトウェア生産技術・品質保証本部
統計科学技術センター情報資源室技術職員

平成25年4月1日転入者（事務職員、技術職員）

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
配置換

昇　任
昇　任

新井　弘章

長嶋　昭子
河治　一郎

極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）
チームリーダー（研究支援担当）

統計科学技術センターメディア開発室長

極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）
財務担当チーム主任

極地研・統数研統合事務部企画グループ
（統数研担当）チームリーダー（財務担当）

統計科学技術センターメディア開発室技術職員

極地研・統数研統合事務部企画グループ
（統数研担当）財務担当チーム事務職員

平成25年4月1日所内異動（事務職員、技術職員）

異動内容 氏　　名 職　　名 任　　期
兼　務
兼　務

山下　智志
逸見　昌之

リスク解析戦略研究センター長
リスク解析戦略研究センター副センター長

H25.4.1～H27.3.31
H25.4.1～H27.3.31

平成25年4月1日役職者の異動

異動内容 氏　　名 兼務先 本　　務
兼　務
兼　務
兼　務
兼　務
兼　務

伊藤　　聡
丸山　直昌
渋澤　知祥
夛田　健一
新井　弘章

統計思考院教授
統計思考院准教授
運営企画本部
運営企画本部評価室
運営企画本部知的財産室

数理・推論研究系計算推論グループ教授
データ科学研究系データ設計グループ准教授
極地研・統数研統合事務部共通事務センター長
極地研・統数研統合事務部企画グループ長（統数研担当）

極地研・統数研統合事務部企画グループ
（統数研担当）チームリーダー（研究支援担当）

平成25年4月1日所内異動兼務（研究教育職員、事務職員）

（企画グループ・人事担当）

異動内容 氏　　名 兼務先
兼務免
兼務免

伊藤　　聡
渡邉　百合子

運営企画本部評価室 
統計科学技術センターメディア開発室長 

平成25年4月1日所内異動兼務免（研究教育職員、技術職員）

外国人客員紹介

I am very pleased to return to ISM for the second time in under a year. The weather is beautiful - 
not so hot as last summer. With Kei Kobayashi, who visited me in London only a few weeks ago, 
the works goes well. We submitted a short version of our paper on algebraic methods in 
information geometry and should make progress on our second paper on data analysis. Also, 
Satoshi Kuriki and I hope to crack a rather nice problem which he set in tube theory on my last 
visit; one of those where you know the answer but cannot quite get the proof. A lot to do in three 
weeks, but hopefully the weather will help.

●Henry Philip Wynn 　客員教授

平成２４年度第3回統計数理研究所運営会議の開催
平成25年3月15日（金）に、本研究所に於いて、平成24
年度第3回統計数理研究所運営会議が開催されました。
中村会長から開会が宣され、樋口所長から挨拶の後、所長
はじめ、各副所長及び関係委員から、平成25年度客員教
授の任用、平成24年度客員准教授の任用、平成24年度
特任助教の任用、大学共同利用機関の役割と更なる機能
強化に向けてのスケジュール、将来計画委員会からの報

告、政府補正予算等、平成25年度概算要求の結果、研究
交流協定、NOE顧問会議、平成25年度公開講座、文部
科学省委託事業「数学・数理科学と諸科学・産業との協
働によるイノベーション創出のための研究促進プログラム（略
して数学協働プロクラム）」、各種事業について、それぞれ
報告がありました。
引き続き、平成25年度統計数理研究所公募型共同利

用、平成25年度年度計画、平成26年度概算要求、統数
研外部評価委員会、助教の人事制度の見直し案について、
それぞれ審議が行われ、審議の結果、了承されました。

また、会議終了後は、伊藤教授による「数学協働プロクラム」
の概要、平成24年度事業報告、来年度の事業計画などの報
告がありました。　　　　　　　  （企画グループ・総務担当）
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平成25年3月15日（金）に、本研究所に於いて、平成24
年度第3回統計数理研究所運営会議が開催されました。
中村会長から開会が宣され、樋口所長から挨拶の後、所長
はじめ、各副所長及び関係委員から、平成25年度客員教
授の任用、平成24年度客員准教授の任用、平成24年度
特任助教の任用、大学共同利用機関の役割と更なる機能
強化に向けてのスケジュール、将来計画委員会からの報

告、政府補正予算等、平成25年度概算要求の結果、研究
交流協定、NOE顧問会議、平成25年度公開講座、文部
科学省委託事業「数学・数理科学と諸科学・産業との協
働によるイノベーション創出のための研究促進プログラム（略
して数学協働プロクラム）」、各種事業について、それぞれ
報告がありました。
引き続き、平成25年度統計数理研究所公募型共同利

用、平成25年度年度計画、平成26年度概算要求、統数
研外部評価委員会、助教の人事制度の見直し案について、
それぞれ審議が行われ、審議の結果、了承されました。

また、会議終了後は、伊藤教授による「数学協働プロクラム」
の概要、平成24年度事業報告、来年度の事業計画などの報
告がありました。　　　　　　　  （企画グループ・総務担当）

本研究所の教員、研究員、総研大（統計科学専攻）大学院生によって発表された論文等を前号に引き続き紹介します。

Akashi, K. and Kunitomo, N., Some properties of the LIML estimator in a dynamic panel structural equation, Journal of Econo-
metrics, 166（2）, 166-183, 2012.02

Akita, R., Kamiyama, C. and Hikosaka, K., Polygonum sachalinense alters the balance between capacities of regeneration and 
carboxylation of ribulose-1,5-bisphosphate in response to growth CO2 increment but not the nitrogen allocation within the 
photosynthetic apparatus, Physiologia Plantarum, 146, 404-412, 2012.12

Andrieu, C., Doucet, A. and Tadic, V. B., One-Line Parameter Estimation in General State-Space Models Using a Pseudo-
Likelihood Approach, Proceedings of 16th IFAC Symposium on Systems Identification Brussels, 500-505, 2012.07

Andrieu, C., Chopin, N., Doucet, A. and Rubenthaler, S., Perfect simulation for the Feynman-Kac law on the path space, arXiv, 
arXiv:1210.0376, 2012.10

Aoki, S., Hara, H. and Takemura, A., Markov bases in algebraic statistics, Springer, 2012.07
Arakawa, T., Takahashi, A., Tanave, A., Kakihara, S., Kimura, S., Sugimoto, H., Shiroishi, T., Tomihara, K., Koide, T. and 

Tsuchiya, Takashi, Markov Transition Score for Characterizing Interactive Behavior of Two Animals and its Application to 
Genetic Background Analysis of Social Behavior of Mouse, Proceedings of Measuring Behavior 2012, 279-282, 2012.08

Arisue, N., Hashimoto, T., Mitsui, H., Palacpac, N. M. Q., Kaneko, A., Kawai, S., Hasegawa, M., Tanabe, K. and Horii, T., The 
Plasmodium apicoplast genome: conserved structure and close relationship of P. ovale to rodent malaria parasites, Molecular 
Biology and Evolution, 29（9）, 2095-2099, 2012.09

馬場 康維, データは語る (6)データの可視化ということ, 季刊家計経済研究, 94, 77-80, 2012.04
馬場 康維, データは語る (7)仮釈放の研究と数量化理論の誕生, 季刊家計経済研究, 95, 79-81, 2012.07
馬場 康維, データは語る (8)調査と人口, 季刊家計経済研究, 97, 77-79, 2013.01
馬場 康維, 小森 理, 状態空間表現を用いた文章の特徴付け, 国立国語研究所共同研究報告12-06『テキストにおける語彙の分布と
文章構造』成果報告書, 89-101, 2013.03

Bercu, B., Del Moral, P. and Doucet, A., Fluctuations of Interacting Markov chain Monte Carlo methods, Stochastic Processes 
and Their Applications, 122（4）, 1304-1331, 2012.04

Berthold, T., Gleixner, A. M., Heinz, S., Koch, T., 品野 勇治, SCIP Optimization Suiteを利用した混合整数 （線形／非線形） 計画
問題の解法, 第24回RAMPシンポジウム論文集, 24, 2012.09

Caron, F. and Doucet, A., Efficient Bayesian Inference for Generalized Bradley-Terry Models, Journal of Computational and 
Graphical Statistics, 21（1）, 174-196, 2012.04
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平成25年3月15日（金）に、本研究所に於いて、平成24
年度第3回統計数理研究所運営会議が開催されました。
中村会長から開会が宣され、樋口所長から挨拶の後、所長
はじめ、各副所長及び関係委員から、平成25年度客員教
授の任用、平成24年度客員准教授の任用、平成24年度
特任助教の任用、大学共同利用機関の役割と更なる機能
強化に向けてのスケジュール、将来計画委員会からの報

告、政府補正予算等、平成25年度概算要求の結果、研究
交流協定、NOE顧問会議、平成25年度公開講座、文部
科学省委託事業「数学・数理科学と諸科学・産業との協
働によるイノベーション創出のための研究促進プログラム（略
して数学協働プロクラム）」、各種事業について、それぞれ
報告がありました。
引き続き、平成25年度統計数理研究所公募型共同利

用、平成25年度年度計画、平成26年度概算要求、統数
研外部評価委員会、助教の人事制度の見直し案について、
それぞれ審議が行われ、審議の結果、了承されました。

また、会議終了後は、伊藤教授による「数学協働プロクラム」
の概要、平成24年度事業報告、来年度の事業計画などの報
告がありました。　　　　　　　  （企画グループ・総務担当）

本研究所の教員、研究員、総研大（統計科学専攻）大学院生によって発表された論文等を前号に引き続き紹介します。
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IWSMLの“Dinner and Discussion”で熱心に議論する統計的
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2012年3月末にオバマ政権がビッグデータの利活用を目
的とした研究開発イニシアティブについて発表した時、ちょ
うど京都でInternational Workshop on Statistical 
Machine Learning for Speech Processing（IWSML）
のワークショップを主催していた。このワークショップの目的
は、音声などのメディア系のビッグデータを処理する技術に
ついて、統計的機械学習の理論と応用の研究者が一堂
に集い、技術の方向性や問題点についてディスカッション
することであった。IWSML開催はまさにタイムリーであり、
参加者たちは一様に、上記のオバマ政権の発表に勢いを
得たことを覚えている。
音声データ処理のうち、特に音声認識では1980年代よ

り統計的機械学習の手法が基本となっている。音声認識
で扱われるデータはもともと大量であり、例えば音声モデル
のパラメータ推定には、数百時間の音声データが一般に
使用される。また実際の音声データは発声のゆらぎ、背景
雑音、回線による歪みや欠損を含み、質が不均一である。
ビッグデータの利活用では量の問題に加えて、質の不均
一性の問題がよく取り上げられるが、音声研究では従来、
両問題に正面から取り組んできており、その研究成果には
一般のビッグデータの利活用にも役立つものが多いことが
期待できる。
IWSMLで着目した統計的機械学習の研究テーマの一
つはdeep learningであった。Deep learning は、特に
1980年代後半から1990年代にかけて盛んに研究された
ニューラルネットワーク（neural network; NN）の延長に
ある研究テーマとして捉えることができる。2000年代後半
からトロント大学のGeoffrey Hinton博士のグループが先
導する形で、deep NN（DNN）によるdeep learningが
再び注目されている。ちなみにHinton博士は最初のNN
研究の隆盛を促した研究者の一人でもある。多段階層化
されたネットワーク構造を持ち、各ノードの出力がシグモイド
関数などで表されるDNNは、サポートベクターマシンなど
のカーネルマシンと同様に無限個のモデルを内包しており、

非常に表現力が高い。1980・1990年代は計算機性能が
低く、そもそもNNのパラメータ推定に必要な計算に難が
あった。現在、比較的入手しやすい計算高速化のための
部品、graphics processing unit（GPU）も登場し、DNN
のパラメータ推定も何とかできるようになってきた。計算機
の性能向上の追い風に乗って、DNNの表現ポテンシャル
の高さが音声認識研究でも威力をふるい出している。音
声認識では1980年代後半よりhidden Markov model
（HMM）の確率モデルが一般に用いられてきた。当初は
HMM vs. NNの認識性能の競争が見られたが、NNは
上述の計算の問題が深刻だったため、HMMが勝ち残っ
ていった。そして今、HMMによる音声認識性能が飽和
する中、いろいろな実験条件でDNNを適用することにより
認識誤りが数十パーセント減少することが報告されはじめ
ている。DNNは音声の他、言語や画像データ処理などに
おいても従来法を越える性能を示している。
DNNは収束性などの理論的な解析が難しいことが知ら
れている。DNNについては、質が不均一なビッグデータに
対して高性能を示す理由を含め、より深い理論的解析が
待たれている。今後も音声研究から発信される諸知見に
目を配りつつ、統計的機械学習の応用研究を幅広く展開
していきたい。
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